
チベット訳『梵天所問経』–和訳と訳注 (1)

五 島 清 隆

１ はじめに

チベット訳『梵天所問経』（全６巻）については，すでに，昭和 54 年度修士論文として，チ
ベット訳・漢訳の資料，本経を引用する諸文献，成立年代，他の大乗経典との関係，その内容と

思想的意義等について，北京版（Ｐ）とデルゲ版（Ｄ）とを校合した校訂テキストとともに，発

表している(1)．

このうち，テキストについては，第１章に関して，ナルタン版（Ｎ）・チョーネ版（Ｃ）・ラサ

版（Ｈ），さらに河口慧海将来写本大蔵経（Ｋ）を加えた全６種を校合した校訂テキストを私家

版で公表した（五島 [1981]）．
チベット訳・漢訳の資料については，写本系大蔵経が版本５種（CDHNP）と比べると漢訳に
近いことを，K とトク・パレス（T）の２写本を比較して示し（五島 [1985]），さらに，パタン
（B）・プタク（Ph）・ロンドン大英図書館所蔵のシェルカル・カンジュール（L）を加えた５写本
を用いて，大乗経典のチベット訳校訂テキストの作成には写本大蔵経とりわけ Bと Phとが重要
であることを示した（五島 [2003]）．
さらに，本経を引用する諸文献，本経の成立年代やその内容等について，修士論文の中核部分

を「解題」として公表し (五島 [1989](2)), また，その思想的な意義については，別に小論考（五
島 [1997]）を公表している．
現在，今までの研究の集大成として，５種の版本と５種の写本をもとにしたチベット訳校訂テ

キストとその現代語訳を準備しているが，今回公表するのは，そのうちの，第１章の和訳と訳注

である。

訳出にあたって使用したのは以下の資料である(3)．

(1)「“Brahmavíses.acintiparipr.cchā” について」（京都大学大学院文学研究科修士課程，1980年１月提出）．

(2) これは，それ以前に発表した「解題」（『密教文化』#161,1988年，49-62頁）の誤植を訂正した上で一部に補訂を

加えたものである．この「解題」発表後の資料としては，羅什訳『思益梵天所問経』の国訳（河村 [1993]）がある．

(3) Nは，大蔵経の版全体としては Them spangs ma系と Tshal pa 系の混交が見られるが，各経典ごとでは，いず
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142 インド学チベット学研究 13

［チベット訳］

　写本大蔵経

　　１ 単行の大蔵経

　　　 B: Batang MS Kanjur 　 mDo-sde Tsa 26a3-31b9, 33a1-84b9,
185a1-189a2 (4)

　　　 Ph: Phug brag MS Kanjur No.160 mDo-sde Tsha 350b5-370αβγ
-459a6

　　２ Them spangs ma系の大蔵経

　　　 K: Kawaguchi MS Kanjur No.165 mDo-sde Tsha 133b2-230a6

　　　 L: London MS Kanjur No.119 mDo Tsha 137a8-235a4

　　　 T: sTog Palace MS Kanjur No.164 mDo-sde Tsha 155b2-269b6

　版本大蔵経

　　３ Tshal pa 系の大蔵経

　　　 C: Cone(Co ne) ed. No.800 mDo-mang Ba 26b4-121b8

　　　 N: Narthang(sNar thang) ed. No.146 mDo Pa 35a8-162b4

　　　 P: Peking ed. No.827 mDo-sna-tshogs Phu 23b1-106a1

　　４ 混交が見られる大蔵経

　　　 D: Derge(sDe dge) ed. No.160 mDo-sde Ba 23a1-100b7

　　　 H: lHa sa ed. No.161 mDo-sde Pa 34b8-159a7

［漢訳］

　　 Ch1: 持心梵天所問経（４巻） 竺法護訳（286年） Taisho Vol.15
No.585 1a-33a

　　 Ch2: 思益梵天所問経（４巻） 鳩摩羅什訳（402年） Taisho Vol.15
No.586 33a-62a

　　 Ch3: 勝思惟梵天所問経（６巻） 菩提流支訳（518 or 536年） Taisho Vol.15
No.587 62a-96a

将来発表する校訂版との対照を容易にするため，北京版の丁数を例えば [P 23b] のようにして
訳文の中に示しておいた．また，訳文中に参考として挙げる対応 Sktのほとんどは Tibから想
定されたものなので，たとえば（*pratibhāna）のように，*印を付けて示したが，その名が広く
定着している固有名詞や引用文献に対応 Skt が見出されるものについてはそのまま示すことと
した．

訳注では，上記各資料間の異同を示したほか，大乗経典に共通の定型的表現についてはそのサ

れかの系統で統一されている．本経の場合，Tshal pa 系に属する．なお，写本大蔵経については，五島 [2002]2-6頁参

照．

(4) 丁数が飛んでいるように見えるが、これは数字だけの問題で、内容的な欠落はまったく見られない。
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ンスクリット（Skt）を挙げ，論書などの他文献に引用される箇所については引用文献の Skt，チ
ベット訳（Tib），漢訳（Ch）を挙げた．また，語句の意味を確定するに有用と思われる場合は，
辞書や索引を参照し，さらに大乗経典や仏伝の中からできるだけ多く参考になる箇所を挙げ，正

確な理解を期した．なお，Sktの引用に際しては，例えば，固有名詞（大文字の使用）や句読の
表記などに関して，原則として，準拠したテキストの方式に従った．また，脚注の番号が指示す

る範囲が長い場合、その範囲が明確になるよう、始まりの箇所に、(5). . .のような記号を入れた
が，この番号は，当該範囲の最後に来るべき番号で示される．訳文中における〔　〕は語句の補

充，（　）は語句の説明，［　］は当該部分が漢訳にのみ存在することを示している。

２ 和訳と訳注

[P 23b] インド語で，Ārya- (5)...brahma-víses.a-cinti-paripr.cchā...(5) -nāma-mahāyāna-sūtra
チベット語では，「ブラフマー神（梵天）であるヴィシェーシャチンティン（Víses.acintin優れ
た考えを持つ者）(6)による質問」と名づけられる，聖なる大乗経典

　

第一巻

　

すべての仏陀と菩薩とに礼拝したてまつる．

　

(I-1)
次のように私は聞いた．あるとき(7)，世尊は，ラージャグリハ市（王舎城）のカランダカ

ニヴァーパ竹林において，六万四千の比丘からなる比丘の大集団と七万二千の菩薩たちとと

もにおられた(8)．〔それらの菩薩たちは〕すべてみな，すぐれた知の所有者として世に知られ

(5) BLKPhT : víses.acinti-brahma-paripr.cchā. CDHNP: brahma-víses.acinti-paripr.cchā.

(6) T: khyad par sems. Ch1:持心. Ch2:思益. Ch3:勝思惟．この菩薩の名の由来や関係する経典に関しては五島

[1988]参照．なお，Ch1の「持心」は本来「特心」とあるべきもの．

(7) Tibは全ての版で ’di skad bdag gis thos pa dus gcig na /（次のように私は聞いた，ある時に．）とする．これ

は漢訳の「如是我聞一時」と同じく，インド語原典の語順のままに直訳したからだと思われる．それは，インドにおいて

冒頭に置かれるこの一節が当該経典が聖典であることの証拠あるいは刻印と見なされていたからであろう．経典冒頭に置

かれるこの定型句 evam. mayā śrutam ekasmin samaye bhagavān . . .（如是我聞一時世尊 . . . ）において，ekasmin

samaye（一時）が前に懸かるか後に懸かるかに関して翻訳者・研究者の間で解釈が分かれている．この問題をめぐる研

究史については五島 [2001]18頁注 2，船山 [2007]参照．

(8) Tibを正確に訳したものであるが，たとえば『迦葉品』冒頭の . . .bhagavām. n rājagr.he viharati sma gr.ddhakūt.e

parvate mahatā bhiks.usam. ghena sārddham. m as.t.ābhir bhiks.usahasraih. s.odaśabhís ca bodhisatvasahasraih.

. . . (KP §1)を参考にすれば，ここも本来は「六万四千の比丘と七万二千の菩薩からなる大比丘団とともにおられた」で

あった可能性がある．たとえば Ch1は「與大比丘衆倶, 比丘六萬四千菩薩七萬二千」とする．詳しくは五島 [2001]19頁

注 4参照．
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144 インド学チベット学研究 13

（*abhijñābhijñāta），陀羅尼を得て，その説法へのひらめき（弁才 *pratibhāna）は無礙であり，
三昧を得ており，すぐれた知によって思いのままに活動（神通遊戯 *abhijñāvikr̄ıd. ita）し，畏れ
ることのない説法へのひらめきを有し，あらゆる存在（法）の自性を教示することに巧みであり，

存在（法）が〔本来〕不生であることを容認する知（無生法忍）を得ており，具体的には，(1)マン
ジュシュリー（Mañjuśr̄ı文殊師利）法王子(9)，(2)ラトナパーニ（Ratnapān. i宝を手にした者）法
王子，(3)ラトナムドラーハスタ（Ratnamudrāhasta手に宝印のある者）法王子，(4)ラトナシュ
リー（Ratnaśr̄ı 宝の富）法王子，(5)ガガナガンジャ（Gaganagañja天空を蔵とする者）法王子，
(6) サハチッタウットパーダダルマチャクラヴァルタナ（Sahacittotpādadharmacakravartana
心を起こすやいなや法輪を転じる）法王子，(7) ジャーリニープラバ（Jālin̄ıprabha 縵網より
光明を発する者）(10)法王子，(8) ヴィジュリンビタ（Vijr.mbhita〔獅子のように〕奮い立った
者）(11)法王子，(9) シュリーガルバ（Śr̄ıgarbha 吉祥を内に蔵する者）法王子，(10) サルヴァ
スヴァパリトヤーガ（Sarvasvaparityāga あらゆる所有物を喜捨する者）法王子，(11) パドマ
ヴィユーハ（Padmavyūha紅蓮で飾られた者）法王子，(12)シンハ（Sim. ha師子）法王子，(13)
チャンドラプラバ（Candraprabha月光）法王子，(14)ソーマラシュミ（Somaraśmi月明）法
王子，(15)スマティ（Sumati知恵のすぐれた者）法王子，(16)サルヴァーランカーラヴィユー
ハ（Sarvālam. kāravyūha あらゆる飾りで飾られた者）法王子である．〔さらに〕バドラパーラ
（Bhadrapālaすぐれた守護者）を始めとする十六人の正しき人々(12)がいた．すなわち，(1)バド
ラパーラ，(2)ラトナーカラ（Ratnākara宝の鉱脈），(3)スサールタハヴァーハ（Susārthavāha
隊商の良きリーダー），(4) ナラダッタ（Naradatta 人類の祖ナラによって授けられた者）(13)，
(5) グハグプタ（Guhagupta グハ神によって守られた者），(6) ヴァルナダッタ（Varun. adatta
ヴァルナ神によって授けられた者），(7) インドラダッタ（Indradatta インドラ神によって授
けられた者），(8) ウッタラマティ（Uttaramati 最上の知恵のある者），(9) ヴィシェーシャマ
ティ（Víses.amati すぐれた知恵のある者），(10)ヴァルダマーナマティ（Vardhamānamati増
大する知恵のある者），(11) アモーガダルシン（Amoghadarśin 実りある見解を持つ者），(12)
スサンプラストヒタ（Susam. prasthita 立派に出発した者(14)），(13) スヴィクラーンタヴィク
ラーミン（Suvikrāntavikrāmin きわめて勇敢な勇者の歩みをする者），(14) アナンタマティ

(9) 「文殊師利」および「法王子（Skt:kumārabhūta）」については平川 [1995]参照．

(10) T: dra ba can gyi ’od. Ch1:明網. Ch2,3:網明．この菩薩の名の由来や関係する経典に関しては五島 [1988] 参

照．

(11) vijr.mbhitaの語義については，梶山 [1994]428-9頁注６参照．

(12) 「法王子」が出家の菩薩であるのに対して，「十六人の正しき人々（satpurus.a）」は在家の菩薩を指す．satpurus.a

については渡辺 [1981]，Harrison[1990] pp.6-8, f.n.7 が詳しい．なお，この satpurus.aに関しては，比丘の備えるべ

き７つの特性とされる「七善士法（saptasatpurus.adharma）」の考察が不可欠と思われる．五島 [2001]33-34 頁注 58

参照．

(13) LKT: mis byin (Skt: naradatta). B: mis sbyin, Ph: mis min. CDHNP mes byin (Skt: agnidatta). Ch3:

人徳 (Skt: naradatta). Ch1,2はこの語を欠く．

(14) Cf. sam. prasthita: set out on a journey, departed (MW ); set out for (MDP).
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（Anantamati 限りない知恵を持つ者）(15)，(14’) アニクシプタドゥラ（Aniks.iptadhura重荷を
捨てない者）(16)，(15)スールヤガルバ（Sūryagarbha太陽を内に蔵する者），[P 24a] (16)ダラ
ニーンダラ（Dharan. ı̄m. dhara大地を支える者）であり，以上のごときを始めとする七万二千の
菩薩たちがいた．また，〔六欲天の神々としては〕四大〔天〕王・神々の主であるシャクラ（天

帝釈）を始めとする三十三天・夜摩天(17)・兜率天・楽変化天・他化自在天の神々，〔色界初禅の

神々としては，シキンという名のサハー世界の主たる〕ブラフマー神（大梵天）を始めとする百・

千の梵天の神々，さらにそのほかに，偉大な威徳をそなえた神々，ナーガ（龍），ヤクシャ（夜

叉），ガンダルヴァ（乾闥婆），アスラ（阿修羅），ガルダ，キンナラ，マホーラガ，人間（人）や

人間でないもの（非人）(18)たちが一緒であった．さて，世尊は，百・千もの多くのとりまきに囲

まれ，尊敬されて，法をお説きになっておられた．

　

(I-2)
そのとき，法王子であるジャーリニープラバ菩薩は，［座から立ち上がり］(19) 一方の肩に上着

をかけ（偏袒右肩），右の膝を地面につけ，世尊のほうに向かって合掌し，三千大千世界を震動

させ，(20)... 三千大千世界のすべての人々を観察してから ...(20)，世尊にこう申し上げた．
(21)...「もし世尊が，〔私が〕おうかがいした質問に答えて下さることをお認め下さいますなら

ば，私は，正しい悟りを得られた尊敬すべき如来に [P 24b] すこしばかりお尋ねしたいと存じ
ます」

〔ジャーリニープラバ菩薩が〕このように申し上げると，世尊は，ジャーリニープラバ菩薩に

つぎのように仰せになった．

「ジャーリニープラバよ，おまえが欲することを，なんでもよいから，如来に質問しなさい．

尋ねられたそのひとつひとつに答えることによって，私はおまえの心をよろこばしてあげよう」
...(21)

(15) Tib: blo gros mtha’ yas pa (Skt: anantamati). Ch1:不損意. Ch2:不少意. Ch3:無量意. 『法華経』が挙げる

14番目の菩薩名である Anupamamati (Tib: dpe med blo gros)に対応する．

(16) 蔵訳・漢訳のすべての伝本にあるが，『法華経』(SP 3.5) に見られるように，Aniks.iptadhura(不休息) は「十六

正士」ではなく，それ以外の（おそらく出家の）菩薩の名前である．なお，dhuraは本来「軛 (yoke)」の意．

(17) Tib: mtshe ma (Skt: yamala, twin, one of a couple (AD)). Ch1:焔天. Ch2,3:夜摩天.「夜摩天 (yāma)」の

対応チベット語は一般には，’thab bral が用いられる．Cf. Mvy 3080: yāmāh. , ’thab bral, 焔摩天.

(18)「人間でないもの（非人 amanus.ya）」については，『倶舎論』に「更に，中劫の終末時には，それら同じ過失に

よりて，諸々の非人（amanus.ya）が，人寿十年なる人々に悪疫を吐く（ı̄tim utsr.janti）」（AKBh 188.5-6）とあり，

ヤショーミトラはその註で「諸々の非人とはピシャーチャ（食肉鬼）等である（amanus.yāh. písācādayah.）」（AKVy

556.25-6）としている．

(19) ３漢訳のみ.

(20) Ch1:普雨雜華散衆會上. Ch2:引導起發一切大衆.

(21) 経典に見られる定型的表現．例えば，『善勇猛般若経』には次のようにある．

「もし世尊が，〔私に〕尋ねられて，〔その〕質問に答えて下さることをお認め下さいますならば，私は，正しい悟りを

2012 copyright Association for the Study of Indian Philosophy



146 インド学チベット学研究 13

　

(I-3)
〔世尊が〕このように仰せになると，ジャーリニープラバ菩薩は，［心おおいによろこばせ］(22)，

世尊にこう申し上げた．

「世尊の身体は，見た者が飽きることのない色をしており，百・千・コーティ・ナユタもの太陽

〔の光〕を越えています．世尊よ，私は，如来の身体を見たり考えたりすることのできる人はす

ばらしい（希有），と考えます．世尊よ，私はまた，如来の身体を見たり考えたりすることはす

べて仏陀の威神力だ，と考えます」

　

(I-4)
世尊が仰せになる．

「ジャーリニープラバよ，〔おまえの〕言う通りだ．如来が承諾する(23)ことがなければ，

如来の身体を見たり考えたりすることはできない．［また，如来に質問することもできな

い．］(24) それはなぜかというと，ジャーリニープラバよ，如来には，(1)「平静な状態に整える
（*praśamavyavasthāna）」という名の光があり，この光に触れた人々は，如来の身体を見，考え
たとしても，彼らの眼の器官（眼根）が破壊されることはないからである．

ジャーリニープラバよ，如来には，(2)「無畏の弁才」という名の光がある．この光に触れた
人々は，(26)... 如来に向かって質問をし，さらに質問をする(25)．...(26)

ジャーリニープラバよ，如来には，(3)「善根の集積」という名の光がある．この光に触れた

得られた尊敬すべき如来にすこしばかりお尋ねしたいと存じます」〔スヴィクラーンタヴィクラーミンが〕このよう

に申し上げると，世尊は，スヴィクラーンタヴィクラーミンにつぎのように仰せになった．「スヴィクラーンタヴィ

クラーミンよ，おまえは，正しい悟りを得られた尊敬すべき如来に質問しなさい．おまえが欲することはどのような

ことも，そのひとつひとつに対して質問に答えることによって，私はおまえの心をよろこばしてあげよう」

“Pr.ccheyam aham. Bhagavantam. tathāgatam arhantam. samyaksambuddham. kam. cid eva pradeśam. ,

saced Bhagavān avakāśam. kuryāt pr.s.t.aś ca praśnavyākaran. āya.” Evam ukte Bhagavān Suvikrānta-

vikrāmin. am. bodhisatvam. mahāsatvam etad avocat: “Pr.ccha tvam. Suvikrāntavikrāmim. -s -Tathāgatam

arhantam. samyaksambuddham. , yad yad evākām. ks.as.y, aham. te tasya tasyaiva praśnavyākaran. ena cittam

ārādhayis.yāmi.”(Su 3.12-18)

(22) Ch2,3のみ.

(23) Tib: skabs phye ba (Skt: avakāśam. karoti). Ch2,3:加威神.

(24) ３漢訳のみ.

(25) Ch1:問如來諮難所趣. Ch2,3:能問如來其辯無盡.

(26) ［引用］『大智度論』

如持心經説. 佛光明入身中能問佛事. ( Taisho vol.25 524a24-25 )

如持心經説. 以光明威神入其身故. 能於佛前難問有諸説. ( Taisho vol.25 604a23-25 )
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人々は，転輪聖王の王位を獲得するために，如来に質問する．

以下同様にして，[P 25a] (4)「清浄な(27)状態に整える」という光があり，この光に触れた人々

は，シャクラ神〔の位〕を獲得するために，如来に質問する．

(5)「自在さを獲得する」という光があり，この光に触れた人々は，ブラフマー神（梵天）の世
界に生まれるために，如来に質問する．

(6)「煩悩がなくなる」という光があり，この光に触れた人々は，声聞乗について如来に質問
する．

(7)「ひたすら〔世俗から〕離れる(28)」という光があり，この光に触れた人々は，独覚乗につ

いて如来に質問する．

(8)「一切知者の知において潅頂を受ける(29)」という光があり，この光に触れた人々は，仏乗

である大乗について如来に質問する．

(9)(31)...「すぐれたところへ赴く(30)」という光があり，この光が，こちらに来られたりあちら

に行かれたりする如来の足のうらから〔発して〕人々に触れるとき，それらの人々は，死ぬとす

ぐに良い生存状態（善趣）である天界に生まれる．...(31)

(10)「あらゆる装飾で飾り立てられた」という光は，如来が町に入るときに放たれる．その時，
如来のその光が，ある人に触れると，触れられた人々はすべて最上の幸せを得，またその町には，

あらゆる装飾による飾りつけが生じるであろう(32)．

(11)「散乱させる(33)」という光によって，如来は，無量無辺の世界を震動させる．

(12)「安楽を教示する」という光によって，〔如来は〕地獄にいる人々の地獄の苦しみをなくす．
(13)「慈しみの心によってすぐれている」という光によって，畜生 [P 25b] に生まれた人々が
互いに食い合うことがないようにする．

(14)「爽快にする」という光によって，ヤマの世界にいる人々（餓鬼）のヤマ世界の〔飢渇の〕
苦しみをなくす．

(15)「汚れのない」という光によって，目の見えない人々は視覚を得るであろう．
(16)「聴覚が順調な」という光によって，耳の聞こえない人々は聴覚を得るであろう．
(17)「〔罪悪を〕捨離する」という光によって，十不善業道にいる人々は十善業道を得るであ
ろう．

(27) P: dag pa (Skt: śuddha). BCDHNKLPhT: dge ba(Skt: śubha). Ch1:清淨了. Ch2,3:淨莊嚴.

(28) Tib: rtse gcig pa dben pa dang ldan pa. Ch1:專一遵澹行泊. Ch2,3:善遠離.

(29) Ch1:一切慧持讃容. Ch2:益一切智. Ch3:益一切智智.

(30) Ch1:樂持異歩. Ch2:往益. Ch3:住益. Ch1の「持異」は Tib: khyad par (Skt: víses.a) に相当するので，「特異」

とあるべきところ．

(31) ［引用］『大智度論』

如網明菩薩經中説. 有人見佛光明得道者生天者. (Taisho vol.25 227b4-5 )

(32) Ch2のみ「城中寶蔵從地踊出」という一文を加える.

(33) Tib: rnam par ’thor ba (Skt: viks.epa). Ch1:壞除. Ch2:震動. Ch3:分散.
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(18)「〔自分の罪を〕恥じる（慚）」という光によって，心乱れた人々は正念を得るであろう．
(19)「消滅する」という光によって，誤った考え（邪見）を持った人々は正しい考え（正見）を
得るであろう．

(20)「喜捨する」という光によって，物惜しみをする人々は布施〔の心〕を得るであろう．
(21)「〔火に焼かれるような〕苦しみがない」という光によって，行いのよくない（*kuś̄ıla）
人々は持戒〔の心〕を得るであろう．

(22)「他に恵みを与える（*anugraha）」という光によって，人を虐待（*upaghāta）しようと
思っている人々は忍辱と柔和〔の心〕を得るであろう．

(23)「〔燃えるような〕熱意を持つ(34)」という光によって，怠惰な人々は精進を得るであろう．

(24)「〔心を〕専一にする」という光によって，正念を失った人々は禅定を得るであろう．
(25)「理解する(35)」という光によって，愚かな知をもつ人々（*daus.prajña）は智慧を得るで
あろう．

(26)「汚濁がなく清浄な（*anāvila）」という光によって，信仰心（浄信）のない人々は信仰心
を得るであろう．

(27)「把握する（*sam. graha）」という光によって，〔教えを〕聞くことの少ない人々は多聞を
得るであろう．

(28)「威儀を備えた」[P 26a] という光によって，〔自らの罪を〕恥じたり〔他に対して〕恥ずか
しく思ったりすることのない人々は〔自らの〕罪を知り〔他に対して〕恥じる心を得るであろう．

(29)「〔俗世間を〕厭う」という光によって，貪欲なふるまいをする人々は〔その〕貪欲〔な心〕
を打ち砕くであろう．

(30)「歓喜」という光によって，怒り（瞋）をもって行動する人々は〔その〕怒り〔の心〕を
打ち砕くであろう．

(31)「光り輝く」という光によって，愚かな（癡）行動をする人々は (36)... 縁起〔の法則〕を

理解するであろう ...(36)．

(32)「あまねく行き渡る（遍行 *sarvatraga）」という光によって，〔貪・瞋・癡を〕等分に行う
人々(37) は〔その〕等分の行動を放棄するであろう．

(34) Tib: ’bar ba can. Ch1:慇懃. Ch2,3:勤修.

(35) Tib: ye shes. Ch1:顯曜. Ch2,3:能解.

(36) Ch1: 除去愚冥. Ch2: 斷除愚癡. Ch3: 觀十二縁斷除愚癡.

(37) Tib: sems can cha mnyam par spyod pa rnams. Ch1:等分行. Ch2:等分衆生. Ch3:等分者. 『悲華経』に次

のような「等分」の例がある．

さて，善男子よ，青年たるジュヨーティパーラは，ラトナガルバ如来に対して，右の膝を地に着けて，言った．「大

徳・世尊よ，私は，無上正等覚に心を起こします．この仏国土において，心が貪・瞋・痴を分かち持ち，思いが善・

不善に確定していない人々の中で，四万歳の寿命をもった生き物たちの中で，私は無上正等覚を悟りますように」

atha khalu kulaputra Jyotipālo mān. avako Ratnagarbhasya tathāgatasya daks.in. am. jānuman.d. alam.

pr.th[i]vyām. pratis.t.hāpyāha / “utpādayāmy aham. bhadanta bhagavann anuttarāyām. samyaksam. bodhau

cittam. / asmin buddhaks.etre
1...rāgadves.amohasabhāgacittānām...1 avyavasthitakuśalākuśalāśayānām.

2012 copyright Association for the Study of Indian Philosophy



チベット訳『梵天所問経』–和訳と訳注 (1) 149

ジャーリニープラバよ，〔このように〕如来には，「あらゆるもの（一切色）を教示する」とい

う光があり，この光に触れた人々は，如来の身体を，種々の色，無数の色，百・千・無数〔など

といった形容〕をはるかに越えた色をしたものとして見るであろう．

ジャーリニープラバよ，私が，如来の光明に関して一劫あるいは一劫以上(38)のあいだ (39)...

語ったとしても，光明というかたちを取った如来の説法が〔説明され〕尽くすことはないであろ

う ...(39)．(40)... このように，正しい悟りを得られた尊敬すべき仏陀・如来は，〔その〕光明が無

量無辺の功徳を有しているのである ...(40)．

　

(I-5)
〔世尊が〕このように仰せになると，ジャーリニープラバ菩薩は世尊にこう申し上げた．

「世尊よ，このように，無量のものとして示されたこの如来の身体の荘厳(41) と，思議を越え

た巧みな手だて（方便善巧）のある〔光明というかたちを取った〕説法とは，まことに希有なも

のであります．

世尊よ，これらの光明を私は以前に聞いたことがございませんでした．もし，世尊によって語

られたことの意味が私の理解している通りでありますならば，世尊よ，誰であれ，これら [P 26b]
の光明の名を聞いて信仰心（浄信）を得た菩薩は，すべて，このような光明によって光り輝いて

いる正しい悟りを得た仏陀の身体(42)をもつことでありましょう．

また世尊よ，如来がある光〔を放つこと〕によって他の仏国土にいる菩薩たちを促しますと，

1...sattvānām.
...1 catvārim. śadvars.asahasrāyus.kāyām. prajāyām anuttarām. samyaksam. bodhim abhisam. -

budhyeyam. ”( Krp 195.1-7)

1) Tib: sems can ’dod chags dang / zhe sdang dang / gti mug sems cha mnyam pa rnams dang / ( sDe

dge ed. Cha 208a2-3 ) Ch:有衆生三毒等分；貪欲瞋恚愚癡等分心衆生（Taisho Vol.3 No.157 199c16-17; No.158

261b20-21）

(38) Tib: bskal pa las lhag par (Skt: kalpāvaśes.am. ) . Ch1:過劫. Ch2:減一劫. Ch3:餘殘劫.

(39) Tib: bshad kyang de bzhin gshegs pa’i ’od zer gyi rnam pa dang ldan pa’i chos bstan pa yongs su zad

par mi ’gyur te. Ch1:諮嗟講説如來光明論闡經法,不能究盡如來光明光明名號. Ch2:説此光明力用名號不可窮盡. Ch3:

依如來光明説法不可窮盡.

(40) Ch1,2はこの部分を欠く.

(41) Tib: sku’i bkod (Skt: kāyavyūha or kāyavyavasthāna). Ch1:如來之身不可限量巍巍之徳. Ch2:如來身者卽是

無量無邊光明之藏. Ch3:身光莊嚴. kāyavyavasthānaについては『三昧王経』に次のような用例がある．

聖なる段階〔のそれぞれ〕に応じた，心の安定，専一さ，身体の安定，威儀に住すること，常に〔身口意を〕守るこ

と．人中の雄たる牟尼は，〔このような〕法をお説きになる．

cittavyavasthāna ekāgratā ca kāyavyavasthāna yathāryabhūmih. /

ı̄ryāpathastho sada kāli raks.an. ā deśeti dharmam. purus.ars.abho munih. // (SR ch.17 v.78)

(42) BKLT: sku. CDHNP: mthu. Ph: omitted. Ch1,2,3:身.
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〔促された菩薩たちは〕ただちにこのサハー世界にやって来，そのうちの質問・応答・解説に通じ

ている菩薩は，やって来てのち，如来に対して質問し，敬意をもって仕え，さらに質問します．

そういう「菩薩を促す」という名の光を放射して下さいますようお願い申し上げます」

　

(I-6)
さて世尊は，そのとき，無量無辺の世界を照らす，そのような光を身体から放射なされた．菩

薩たち(43)はその光に促されると，ただちにこのサハー世界にやって来た．

　

(I-7)
さて，この仏国土から東方に七十二恒河沙（*gaṅgānad̄ıvālukāsama）の百倍千倍もの数の仏
国土を過ぎたところに，「パリシュッダ（清浄 *Parísuddha）」という名の世界があり，そこに
は，「チャンドラプラバ（月光 *Candraprabha）」という名の正しい悟りを得られた尊敬すべき
仏陀・如来が現におられ，身を保たれ，時を過ごしておられる．(44)... ただ菩薩にのみ法を説い

ている ...(44)その仏国土には，不退転の菩薩大士である「ヴィシェーシャチンティン」という名

のブラフマー神（梵天）がおり，その光に促されるやいなやただちにチャンドラプラバ如来・世

尊のところに参上した．参上して，かの世尊の足に頭をつけて礼拝してのち，かの世尊にこう申

し上げた．
(47)...「45)... 世尊よ，この大きな輝きが世間に生じた理由（*hetupratyaya）は何でございま
しょう ...(45)」

かの世尊はこう [P 27a] 仰せになる．
「ブラフマー神よ，この仏国土から西方に七十二恒河沙の百倍千倍もの数の仏国土を過ぎたと

ころに，「サハー（娑婆）」という名の世界があり，そこには，「シャーキャ・ムニ（釈迦族出身の

聖者）」という名の正しい悟りを得られた尊敬すべき仏陀・如来が現在おられ，身を保たれ，時

を過ごしつつ，法を説いておられる(46)．

つまり，かの〔シャーキャ・ムニ〕如来が，十方の菩薩たちを呼び集めんがために，身体から

この光を放たれたのである」

そこで，ブラフマー神であるヴィシェーシャチンティンは，世尊にこう申し上げた．...(47)

「世尊よ，かの如来は私に会うことを欲しておられますので，そのサハー世界において，かの

シャーキャ・ムニ世尊にお目にかかり，礼拝し，敬意をもって仕え，質問し，さらに質問するた

(43) Ch1:無數億千菩薩. Ch2:無量百千万萬億菩薩. Ch3:無量菩薩.

(44) Ch1,2はこの部分を欠く.

(45) 経典に見られる定型的表現．Cf.「世尊よ，〔世尊がいま〕微笑をお現しになられた理由（因縁）は何でしょうか」ko

bhagavan hetuh. kah. pratyayah. smitasya prādus.karan. āya (Asp 226.17-18).

(46) 経典に見られる定型的表現．Cf.「どれだけの間，このパドモーッタラ如来は，〔蓮華世界に〕おられ，身を保た

れ，時を過ごし，法を説かれるのですか」kiyacciram asau Padmottaras thatāgatas tis.t.hati dhriyate yāpayati

dharmam. ca deśayati.（Krp 18.1-2）

(47) Ch1,2はこの部分を欠く.
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めに，私は行ってまいります」

　

(I-8)
かの世尊はこう仰せになられた．

「ブラフマー神よ，いま，かのサハー世界においては，幾コーティもの多くの菩薩が集まって

きている．いまこそ〔行くべき〕その時だとわかるので，汝は行きなさい．

ブラフマー神よ，かの仏国土においては，十の堅い決意(48)をもって過ごしなさい．十とは何

かというと，(1) 優しく話す人(49)に対してもひどい口をきく人に対しても怒りを持たない心，

(2)好ましいことを聞いた場合にも好ましくないことを聞いた場合にも慈しみ〔を持つ〕心，(3)
どんな時にも人々に対して(50)憐れみいとおしむ（悲）心，(4)上位・中位・下位の人々に対して
も正しく行動する(51)〔心〕，(5)尊敬と軽蔑に対して平等な心，(6)他人がどんな過失を犯しても
あらさがしをしない〔心〕，(7)種々の乗り物（教法）に対して一味（平等）である〔心〕，(8)悪
い生存状態（地獄・餓鬼・畜生）のどんな苦しみの声にも恐れない〔心〕，(9)すべての菩薩は教
主（仏陀）であるとの思い，[P 27b] (10)五濁のある仏国土において如来にお会いすることは希
有なことだとの思い，である．ブラフマー神よ，かの仏国土においては，これらの十の堅い決意

をもって過ごしなさい」

　

(I-9)
そこで，ブラフマー神であるヴィシェーシャチンティンは，世尊にこう申し上げた．

「私は，世尊の面前で獅子吼することは致しませんが，私の所行がどのようなものか，世尊は，

よく御存知でおられますから，(52)... 世尊よ，私はこれらの堅い決意を清浄にし，優れた精神集

中によって，かの仏国土に住することに致します ...(52)．

　

(I-10)
その時，チャンドラプラバ如来・世尊の，かの仏国土にいる他の菩薩たちは，世尊にこう申し

上げた．

「世尊よ，そのように，凶悪な人々が集まっているかの仏国土に私たちが生まれなかったこと

は，とても幸運なことです(53)」

　

(48) Tib: lhag pa’i bsam pa (Skt: adhyāśaya). Ch1:志性行. Ch2:法. Ch3:清淨堅固心.

(49) Tib: snyan par smra ba. Cf. Mvy 926 priyavadita.

(50) Ch2,3:於諸愚智.

(51) Tib: yang dag par sbyor ba (Skt: samyakprayoga). Ch2,3:意常平等.

(52) Ch3のみこの部分を欠く.

(53) Tib: rnyed pa legs par rnyed (Skt: sulabdhā lābhā, how good it is; how fortunate (MDP)). Ch1:爲獲嘉

慶. Ch2,3:得大利. Cf. 「心が一切知者性に向かうような人々は，よい結果を獲得し，幸福な生活を送る」lābhās tes.ām.

sattvānām. sulabdhāh. , suj̄ıvitam. ca te sattvā j̄ıvanti, yes.ām. sarvajñatāyām. cittam. krāmati / (Asp 215.4-5)
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(I-11)
かの世尊はこう仰せになられた．

「良家の子よ，おまえたちはそのようなことを言ってはならない．なぜかというと，良家の子

たちがこの仏国土において百・千劫のあいだ清浄行（梵行）に住するよりも，もしサハー世界に

おいて午前のあいだ怒りの気持ちを起こさずに過ごせたならば，その方がはるかに優れているか

らである．(54)... なぜなら，かの世界は，なによりもまず煩悩に汚されており，人々もまた，何

よりもまず艱難（*upadrava）が多く煩悩も多いからである．...(54)

　

(I-12)
その時，かの仏国土から，一万二千の菩薩が，ブラフマー神であるヴィシェーシャチンティン

とともに出発し〔ようとしてこう言っ〕た．

「(55)ブラフマー神よ，私たちもまた，かのサハー世界に参ります．これらの堅い決意を清浄に

致します．(56)かのシャーキャ・ムニ世尊に [P 28a] お目にかかります．(57)... 挨拶を致します．

敬意を表します．優れた精神集中によって，かの仏国土に住します ...(57)」

　

(I-13)
そこで，ブラフマー神であるヴィシェーシャチンティンは，一万二千の菩薩とともに，チャン

ドラプラバ如来・世尊の足に頭をつけて礼拝してのち，(58)... ちょうど力持ちの男の腕が曲がっ

た状態から伸び，あるいは伸びた状態から曲がったりするのにほんの一瞬しかかからないよう

に，ほんの一瞬のうちに ...(58)，かの仏国土から姿を消し，この正しい悟りを得られた尊敬すべ

きシャーキャ・ムニ如来・世尊の仏国土にやって来た．

　

(I-14)
その時，世尊は，ジャーリニープラバ菩薩に仰せになられた．

「ジャーリニープラバよ，おまえはブラフマー神であるヴィシェーシャチンティンがやって来

るのを見たか」

〔ジャーリニープラバが〕申し上げる．「世尊よ，見ました」

世尊が仰せになられた．

「ジャーリニープラバよ，このブラフマー神であるヴィシェーシャチンティンは，(1) 正しく

(54) Ch1,2はこの部分を欠く.

(55) Ch3のみここに「如來知我行菩薩行」 という一文を加える.

(56) Ch1のみここに「各共持衛梵天大士」 という一文を加える.

(57) Ch1,2はこの部分を欠く.

(58) 経典に見られる定型的表現．Cf.「ナーガ（龍）たちは，ちょうど，力ある人が伸ばした腕を曲げたり，曲げた腕を

伸ばしたりするような，そのような速さで，虚空の上方に〔昇って〕行く」nāgā upary antar̄ıks.e evam. rūpen. a javena

gacchanti, tadyathāpi nāma balavān purus.ah. prasāritam. bāhu sam. kocayet sam. kocitam. bāhu prasārayet.

(Krp 191.15-17)
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問い，質問することに巧みな菩薩たちの中で第一の者である．(2)〔相手に〕理解されやすい言
葉(59) 〔を語る〕人たちの中で第一の者である．(3)〔相手に〕受け入れられる言葉(60)〔を語る〕

人たちの中で第一の者である．(4)優美な言葉(61)〔を語る〕人たちの中で第一の者である．(5)
〔相手より〕先に話しかける(62)人たちの中で第一の者である．(6)〔相手を〕尊敬する言葉を〔語
る〕人たちの中で第一の者である．(7)障害（意味の通じにくいこと）のない言葉を〔語る〕人
たちの中で第一の者である．(8)ある意図をこめた言葉を語る(63)人たちの中で第一の者である．

(9)心怒ることのない人たちの中で第一の者である．(10)慈心に住する人たちの中で第一の者で
ある．(11)悲心に住する人たちの中で第一の者である．(12)喜心に住する人たちの中で第一の
者である．(13) 捨心に住する人たちの中で第一の者である．(14) あらゆる疑問を断ち切り，質
問することに巧みな菩薩たちの中で第一の者である」

　

(59) Tib: tshig gzung ba (Skt: grāhyavacana). Ch3:善巧隨意所宜説法. Ch3 は「相手に理解されるように工夫さ

れた言葉」と解しているのであろう．『菩薩地』に次のような例がある．

優しいことばをもつ菩薩は，現在において，４種のことばの過誤を捨てる．〔つまり〕虚言，人と人の間を裂くよう

なことば（両舌，離間語），人を悩ます粗悪なことば（悪口），口からでまかせのいい加減なことば（綺語）である．

彼のそのことばは，自らを利するために，また他を利するために働く．現在において，また未来において，菩薩は，

聞いて楽しくなることばを語り，そのことばは〔相手に〕受け入れられやすく，理解されやすい．というこれが，菩

薩が聞いて楽しくなることばを語ることの果報の賞賛だと理解すべきである．

priyavād̄ı bodhisattvo dr.s.t.e dharme caturvidham. vāgdos.am. vijahāti mr.s.āvādam. paísunyam. pārus.yam.

sam. bhinnapralāpam. ca. sā cāsya vāg ātmānugrahāya parānugrahāya ca pravr.ttā bhavati. dr.s.t.a eva ca

dharme āyatyām. ca priyavād̄ı bodhisattva ādeyavacano bhavati grāhyavacanah. . ity ayam. bodhisattvasya

priyavāditāyāh. phalānuśam. so veditavyah. .（Bodhis 304.16-22）

(60) Tib: tshig btsun pa (Skt: ādeyavacana, ādeyavākya). Mvy 2809: ādeyavākyam , tshig gzung ’os sam

btsun pa, tshig gzung ba ’am btsun pa. MDP : ādeyavacana, of acceptable speech; plausible talk(er).

(61) Tib: tshig ’jam pa (Skt: ślaks.n. a). Cf.（仏陀の母マーヤー夫人についての説明）「〔彼女は〕にこやかな顏で，〔相手

より〕先に挨拶のことばをかけ，そのことばは優美で甘い」smitamukh̄ı pūrvābhilāpin̄ı ślaks.n. amadhuravacanā.(LV

18.12)

(62) Tib: gsong por smra ba. Ch2,3:先意問訊. Mvy 787 pūrvābhilāpin, gsong por smra ba. Cf.（ある三昧に

ついての説明）「〔相手より〕先に挨拶のことばをかける人であること，『ようこそいらっしゃい』という歓迎のことばを

かける人であること」pūrvābhilāpitā, eh̄ıti svāgatavāditā (SR 4.25); 「顏に笑みを浮かべて〔相手より〕先に話し

かけること」smitamukhapūrvābhibhās.an. atā (Tib: ’dzum pa’i bzhin gyis gsong por smra ba) (KP§24). なお，

Tib: gsong poの原義は「誠実な」の意. Cf.TED :gsong por smra ba, to speak the truth.

(63) Tib: ldem por ngag tu smra ba. Ch3:密意言語. Cf.「〔仏陀の説法は〕多くの，意図をこめたことばで語で語ら

れた」bahūni (→ bahūhi) sam. dhāvacanehi coktam (Tib: ldem por ngag rnams rab tu mang por bshad) (SP

59.4, ch.2 v.144c ).
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(I-15)
その時，[P 28b] ブラフマー神であるヴィシェーシャチンティンと一万二千の菩薩たちは，と
もに世尊のところに行き，行くと世尊の足に頭をつけて礼拝し，そのまわりを三回まわってか

ら，世尊に向かって合掌をし，以下の詩によって，さまざまに〔世尊のことを〕誉め称えた．

(1)〔世尊への〕轟き渡る賞賛 (*vinarditavarn. a)は三界に知られ，賞賛の花輪 (*varn. amālā)
は〔十方〕世界に行き渡っています．私には，最も優れた人（如来）たちが〔それぞれ

の仏〕国土におられるのが見えます．彼らもまたこぞってあなたさまの徳を称えておら

れます．

(2) 私は(64) 〔パリシュッダという〕極めて清浄な国土におりました．〔そこには〕汚れが

なく，三つの悪い生存状態（三悪趣）もありません．彼ら（一万二千の菩薩たち）は，

そのような国土を捨てて，あなたさまの悲心〔によって放たれた光明〕により，悪しき

〔このサハー世界〕へとやって参ったのでございます．

(3) あなたさまは世間の守護者であり，〔その〕知が劣るということはありません．スガタ
（如来）たちは，あなたさまとまったく同等でございます．あなたさまは，以前(65)，極

めて清浄な願いを立てられ，このような〔煩悩に汚された〕この仏国土を引き受けられ

た(66)のです．

(4) たとえある人が，他〔の仏国土〕において一劫のあいだ欲望を断ち切って一切の戒を清
浄に行じたとしても，それよりも，ある人が慈心をもってここ（サハー世界）において

ほんの一瞬のあいだきちんと行じたならば，この方が(67)，はるかに優れています．

(5) ある人に，身体的・言語的・意思的活動（三業）によって犯した罪が三種（三悪業）あっ
て，三つの悪い生存状態（三悪趣）を経験しなければならない場合であっても，その

〔罪〕は，まさにこの時（現世）において消滅するでしょう(68)．

(6) ここにいる菩薩たちは，常に，悩まされることはありません．たとえその行為（業）が
〔三悪趣に〕堕するほどのものであっても，それら〔の行為の余勢（業）〕は，ここにお

いては，頭痛を病むことによって（頭痛を病む程度で）消滅します．

(7) ここ（サハー世界）においては(69)，正法を護持し(70)，最上の法を保持して，欠点のな

い(71)菩薩たちは，これ以後どんな時も（どんな所に生まれ変わっても）(72)，正念を乱

(64) BLNPPhT: ’di ni. CDHK: ’di na. Ch1:我處異土清淨無垢. Ch2,3:有諸餘淨國．

(65) BKLPhT: sngon. CDHNP: mngon. Ch1:来今往古. Ch2,3:大悲本願.

(66) Tib: bzung. Ch1:將護. CH2,3:處.

(67) BKLPhT: ’di ni. CDHNP: ’dir ni.

(68) BKLPPhT:’byang. CDHN:’byung. Ch1:滅尽. Ch2,3:得除. Mvy 7042: vyant̄ıbhavati, byang bar ’gyur.

BHSD : vyant̄ıbhavati, coming to an end, being finished.

(69) BPPhT: na. CDHKLN: ni.

(70) BPPh: srung. KLT: srungs. CDHN: gsungs. Ch1:將御擁護于斯正法. Ch2,3:若能守護法.

(71) BCDHKLNPhT: skyon med. P: skyo med. Ch1:心設患厭 (→心無患厭？).

(72) Tib: ’di las phyin chas nam du yang. Ch1:後世所處之地. Ch2,3:世世所生處. IAKBh : phyin chas:
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したり判断力をなくしたりすることはありません．

(8) もしある人が，魔の束縛を断ち，また煩悩や業を浄化する(73)ことを欲するならば，そ

の人は，[P 29a]この（サハー）世界において正法を護持し(74)，ここにおいて知ある者

の中の第一の者（如来）となるでしょう．

(9) たとえある人が，他の国土において，〔幾〕コーティ劫ものあいだ，〔明確な〕意思を
持って正法を保持したとしても(75)，それよりも，ある人がサハー〔世界〕において午

前中〔というごく短いあいだ〕に〔そうする〕ならば，このほうが〔はるかに〕優れて

いると，巧みな人（如来）はお考えです．

(10) アビラティ（歓喜）世界とアミターユス（無量寿仏）のスカーヴァティー（極楽）〔世
界〕とが, 私(76)には見えます(77)．そこには，苦も苦という言葉もありませんが，そこ

において，〔どんな素晴らしい〕功徳〔を積んだとしてもそれ〕は，それほど素晴らしい

ことではありません(78)．

(11) 煩悩の生じる場所であり欠点に満ちたこの〔サハー〕世界において，怒りの心を抱いて
いる人の激しい害悪に耐えながらも他の人たちをこの教法へと導くことは，あの〔アビ

ラティ世界など他の仏国土における功徳〕よりも困難な，最上のもの（功徳）となり

ます．

(12) 〔あなたさまは〕悲心に心をうるおされて，〔人々を〕多くの苦から救済なされま
す．〔そのような〕最上の師であるあなたさまに私は礼拝致します．〔法の〕主人

（*[dharama]svāmin如来）といえども，世間において，凶悪な人間に法を説くことは，
困難なことです．

(13) (79)... 非常に広大なこの集会と，〔十〕方にその名のよく知られた仏子（菩薩）たちは，

法に厭きることなく，海のように〔たくさん〕集まっています．彼らに対して〔あなた

さまは〕勝者（如来）の悟りをお説きになられます．...(79)

(14) ブラフマー（梵天），インドラ（天帝釈），ローカパーラ（四天王），デーヴァ，ナーガ，
アスラ（阿修羅），キンナラを含む，法を求める多くの集団に対して，〔あなたさまは彼

ūrdhvam, paren. a. AD : ūrdhvam, ind., afterwards, subsequent to (with abl.).

(73) KLPhT: sbyong. B: sbying. CDHNP: spyod. Ch1:淨除. Ch2,3:滅.

(74) BKLPT: srung. CDHN: gsungs. Ph: grub. Ch1:將護. Ch2,3:護.

(75) Tib: sems ldan dam chos ’dzin par ’gyur pa. Ch:執持正法若講説者. Ch2:受持法解説. Ch3:受持清淨戒.

IBcvp : sems dang ldan pa, cetanāyoga, cetanāvat.

(76) BKLPhT: bdag. CDHNP: gang. Ch1:吾亦覩見. Ch2,3:我見.

(77) BPh: mthong. CDHKLNPT: mchog. Ch1:吾亦覩見妙樂世界及復省察安樂佛土. Ch2:我見喜樂國及見安樂國.

Ch3:我見安樂國無量壽佛國.

(78) Tib: rmad mi che. Ch1:不足爲性. Ch2:未足以爲奇. Ch3:非奇. Mvy 3102: avr.hāh. , mi che ba. BHSD :

avr.ha, not great.

(79) Ch2:佛集無量衆, 十方世界中, 名聞諸菩薩, 聽法無厭足, 佛集十方界, 名聞諸菩薩, 聽法無厭足, 如海呑衆流, 爲如是

等人, 廣説於佛道.
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らの〕信解（*adhimukti）の度合に応じて法をお説きになられます．
(15) 在家の男女の信者（優婆塞・優婆夷）と出家の僧侶（比丘・比丘尼）との，これら四つ

の集団（四衆）が集まっています．それを聞けば完成された財宝に至るそういう法を，

彼らに対してお説き下さいますようお願い致します．

(16) 仏乗を常に信解している者たち，同様に，独覚乗や声聞乗〔を信解している者たち〕，
〔彼らの〕心の状態がどのようであるかを御存知でおられる聖者(80)（如来）は，彼ら

〔の疑念という病〕を癒すために(81)，〔法を〕お説き下さい．

(17) 仏陀の家系（*buddhavam. śa）に住するために日をおくり，そこから三宝が生ずること
になる悟りを深く思念している人（菩薩）たち〔の疑念という病〕を癒すために，私は，

法の王であるあなたさまに〔法を説くことを〕お願い致します．

(18) あなたさまの，賞賛の花輪という名声を聞いて，智慧広大なこれら [P29b]〔の菩薩た
ち〕が集まって来ているのは幸いなことです．彼らが優れた人々であることを御存知な

のですから，彼らに無上の行をお説き下さい．

(19) このように(82)，スガタ（如来）の知は不可思議です．この〔知〕は，偉大な阿羅漢〔が

到達できる〕境地（*bhūmi）でもなく，独覚〔が知りうる〕境界（*vis.aya）でもあり
ません．私は，指導者（如来）に対する浄信（*śraddhā）に従って，［そのような如来
の知に入りたいと願って］(83) います．

(20) 私は，あなたさまにこの偉大な意義を質問致しますが，世間の指導者（如来）であるあ
なたさまにおかれては，私〔のこの質問〕をお認め下さいますようお願い致します．あ

なたさまのお心にはおよそ疲倦するということがございませんから，悟りへの最上の道

をお説き下さいますようお願い致します．

　

(II-1)
さて，ブラフマー神であるヴィシェーシャチンティンは，世尊の面前でこれらの詩を説き終え

ると，世尊に向かってこう申し上げた．

「(1)世尊よ，どのようにしたら菩薩たちは，決意 (*adhyāśaya)が堅固で心が疲倦することの
ない者となるのでしょうか．(2)世尊よ，どのようにしたら菩薩たちは，(84)... きっぱりと断言し

てもその言葉が〔相手を〕苦しめること（*sam. tāpa）のない ...(84)者となるのでしょうか．(3)ど
のようにしたら，善根が増長する者となるのでしょうか．(4)どのようにしたら，〔心が〕乱され

(80) BKLPhT: thub. CDHNP: theg. Ch1:能仁. Ch2,3:佛.

(81) Tib: sman pa’i slad du. Ch1:決一切疑. Ch2,3:斷疑.

(82) BPh: ’di ltar. CDHKLPNT: ’dir ltar.

(83) ３漢訳のみ．Ch1:余等信樂最勝所度. Ch2:我等信力故得入如是法. Ch3:我等信力入.

(84) Tib: mgo gcig tu smra zhing tshig gdung ba med pa. Ch1: 所言柔和辭無惱熱. Ch2,3:所言決定而不中悔.

BHSD : ekām. śena, wholly, exclusively, absolutely. IBcvp : gdung ba, ārta, p̄ıd. ita, vyasana, sam. tāpa. Cf.

KP §25: ekām. śavacanatā (Tib: gcig tu chad par smra ba).
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ることなく(85)，振舞い（威儀）も動揺することのない者となるのでしょうか．(5)どのようにし
たら，善なることがら（白法）が増大した者となるのでしょうか．(6)どのようにしたら，〔修行
階梯の〕或る段階 (*bhūmi)から次の段階へと上がっていく(86) 者となるのでしょうか．(7)ど
のようにしたら，人々を成熟させる方法（方便）に巧みな者となるのでしょうか．(8)どのよう
にしたら，人々に奉仕する(87)ことに巧みな者となるのでしょうか．(9)どのようにしたら，菩提
心を守る(88)者となるのでしょうか．(10)どのようにしたら，心を専一にして精神の乱れること
のない者となるのでしょうか．(11)どのようにしたら，法を追求することに巧みな者となるので
しょうか．(12)どのようにしたら，罪悪（毀禁）から抜け出ることに巧みな者となるのでしょう
か．(13)どのようにしたら，煩悩を抑制（調伏）することに巧みな者となるのでしょうか．(14)
どのようにしたら，集会〔に集まっている大勢の人々〕の中に入って行くことに巧みな者となる

(85) Tib: bslad pa ma mchis. Ch1:不卒暴. Ch2,3:無所恐畏. IBcvp : bslad pa, upapluta, vipluta, vibhramita.

Cf.「そ〔の二諦〕のうち，世俗諦は，心が無明によって乱された人々にとって, それ（sam. vr.ti 覆われること）を本質

とするものとして理解される」tatra avidyopaplutacetasām. tatsvabhāvatayā sam. vr.tisatyam iti prat̄ıtam (Bcvp

175.25).

(86) Tib: sa nas sar ’phar bar bgyid pa. Ch2,3:善知從一地至一地.『二万五千頌般若経』に次のような用例がある．

スブーティは「どうしたら，菩薩大士は大乗に向かって出発したものとなるのですか」と言ったが，この場合，ス

ブーティよ，菩薩大士は六波羅蜜多を実践するときに，地から地へと越えて行くのである．スブーティよ，どうやっ

て菩薩大士は地から地へと越えて行くのかと言えば，つまり，すべての法を越えて行かないことによってである．な

ぜかと言えば，いかなる法も来ることなく行くことなく，越えて行くことなく，越えて来ることがないからである．

また，〔菩薩大士は〕およそ諸法の地というものを，思うことも考えることもなく，地への準備を行いながら地を見

ることはないからである．

yad api tat subhūtir evam āha / katham. bodhisattvo mahāsattvo mahāyānasamprasthito bhavat̄ıti / iha

subhūte bodhisattvo mahāsattvah. s.at.su pāramitāsu caran bhūmer bhūmim. sam. krāmati / katham. ca

subhūte bodhisattvo mahāsattvo bhūmer bhūmim. sam. krāmati yad utāsam. krāntyā sarvadharmān. ām /

tat kasya hetoh. / na hi sa kaścid dharmo ya āgacchati vā gacchati vā sam. krāmati vā upasam. krāmati

vā / api tu yā dharmān. ām. bhūmis tān na manyate na cintayati bhūmiparikarma ca karoti na ca bhūmim.

samanupaśyati / (Pvsp 214.6-11) ; 佛告須菩提. 汝問云何菩薩摩訶薩大乘発趣. 若菩薩摩訶薩行六波羅蜜時, 從一

地至一地, 是名菩薩摩訶薩大乘発趣. 須菩提白佛言. 世尊, 云何菩薩摩訶薩從一地至一地. 佛言. 菩薩摩訶薩知一切法

無來去相, 亦無有法若來若去若至若不至, 諸法相不滅故, 菩薩摩訶薩於諸地不念不思惟而修治地業亦不見地. (Taisho

Vol.8, 256.4-11)

Cf.『大智度論』: 問曰. 應答発趣大乘, 何以説發趣地. 答曰. 大乘即是地. 地有十分. 從初地至二地是名發趣. 譬如乘

馬趣象捨馬乘象, 乘象趣龍捨象乘龍. (Taisho Vol.25, 411a22-25)

(87) Tib: nye bar spyod pa ( Skt:upacāra). Ch1: 於彼同倫分別教化. Ch2:善化衆生. Ch:3:隨順諸衆生.

(88) Tib: byang chub kyi sems srung ba. Ch1:能護道心. Ch2:不失菩提之心. Ch3:不失菩提心. (II-3)の答 (9)で

は，Ch1以外のすべての伝本で「菩提心を失うことはない」となっている．
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のでしょうか．(15)どのようにしたら，法〔施〕を [P 30a] 行う (*dharma[dāna]vitaran. a)(89)こ
とに巧みな者となるのでしょうか．(16)どのようにしたら，因の力（*hetubala）(90) を得ること
によって善根が消滅（*vinas.t.a）することのない(91)者となるのでしょうか．(17)どのようにし
たら，布施の完成（布施波羅蜜多）において，〔他から〕教示されることなく〔自ら〕布施を行

い，同様に，智慧に至るまで〔の完成（般若波羅蜜多）〕において，〔他から〕教示されることな

く〔自ら〕知る者となるのでしょうか．(18)どのようにしたら，禅定の楽しみ〔に耽けること〕
から逃れることに巧みな者(92)となるのでしょうか．(19)どのようにしたら，仏陀の教え（仏法）
から退転しない者となるのでしょうか．(20)どのようにしたら，仏陀の家系（*buddhavam. śa）
を断たない者(93)となるのでしょうか」

　

(II-2)
(94)... こう言われて，世尊は，ブラフマー神であるヴィシェーシャチンティンに次のように仰

せになられた．

「ブラフマー神よ，まことにその通りだ．ブラフマー神よ，おまえが如来にこのようなことを

尋ねようと考えたことはよいことだ．ブラフマー神よ，それゆえよく聞いて，心の中でよく思念

しなさい．〔君に〕語ってあげよう」

　

(II-3)
ブラフマー神であるヴィシェーシャチンティンが，「世尊よ，そう致します」と言って，世尊

に約束すると，世尊はこう仰せになられた．...(94)

(89) Tib: chos rnam par ’byed pa. Ch1:恢開法施流演剖判. Ch2,3:開法施. (II-3)の答 (15)では，漢訳を含めてす

べての伝本が「法施」とし，MSAにおける引用（注 110）でも大法施（mahādharmadāna）としているので，ここも

「法施を行う」とすべきである．

(90) 『菩薩地』は，初発心のための四縁・四因・四力を説いている．このうち四力とは「自己の力（adhyātmabala）」

「他人の力（parabala）」「因（直接原因）の力（hetubala）」「実践の力（prayogabala）」のことであるが，「直接原因の

力（hetubala）」を次のように説明している．

菩薩の前世における大乗と相応した善なる法の反復修習が，現在において，仏陀や菩薩を見ることだけで，あるい

は，その賞賛を聞くことだけで，ただちに，発心への〔直接原因の力になる〕．まして，威神力を見たり，あるいは

正しい教えを聞くことで，発心への直接原因の力になると言われることは言うまでもない．

pūrvako bodhisattvasya mahāyānapratisam. yuktakuśaladharmābhyāsa etarhi buddhabodhisattvasam. -

darśanamātraken. a tadvarn. aśravan. amātraken. a vā āśu cittasyottpattaye. prāg eva prabhāvadarśanena

vā saddharmaśravan. ena vā hetubalam ity ucyate cittasyottpattaye. (Bodhis 17.14-18)

(91) Tib: chab mi ’tshal ba. TCD：chab ’tshal ba, chud zos su song ba’am / brlag pa. 浪費, 消耗.

(92) Ch2,3:能轉捨禪定還生欲界.

(93) Ch3:不斷佛種如實修行.

(94) 経典に見られる定型的表現．例えば『善勇猛般若経』には次のようにある．
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「(1) ブラフマー神よ，四法を持てば，菩薩大士たちは，決意が堅固で心の疲倦しない者とな
る．四つとは何かと言えば，人々に対する慈しみの心，飽くことのない努力（精進），輪廻〔の

世界〕は夢のようなものだと信じること，仏陀の智慧は等しいものがないほどに優れている

(*asamasama)と思量する(95)こと，である．ブラフマー神よ，これらの四法を持てば，菩薩大

士たちは，決意が堅固で心の疲倦しない者となる．

(2)ブラフマー神よ，四法を持てば，菩薩大士たちは，きっぱりと断言してもその言葉が〔相手
を〕苦しめることのない者となる．四つとは何かと言えば，菩薩たちが諸法は無我（*nis.pudgala）
であるときっぱりと断言すること，菩薩たちが〔およそ生き物が〕生まれる所はどんな所もすべ

て喜びなど [P 30b] ないときっぱりと断言すること，菩薩たちが大乗の素晴らしさをきっぱりと
断言すること，菩薩たちが善不善の行為〔の影響力〕は消失することがない〔という業の法則〕を

きっぱりと断言すること，である．ブラフマー神よ，これらが菩薩大士たちの四つの断言である．

(3) ブラフマー神よ，次の四法は，菩薩大士たちの善根が増長する．四つとは何かと言えば，
持戒，〔多〕聞，布施，出家のこれら四つである．

(4)ブラフマー神よ，四法を持てば，菩薩たちは，〔心が〕乱されることなく，振舞（威儀）も
動揺することのない者となる．四つとは何かと言えば，(96)... 利を失うこと（*alābha），非難
（*nindā），悪名（*ak̄ırti），苦悩〔の，これら四つを恐れないこと〕である ...(96)．ブラフマー神

よ，これらの四法を持てば，菩薩大士たちは，〔心が〕乱されることなく，振舞（威儀）も動揺す

ることのない者となる．

(5) ブラフマー神よ，四法を持てば，菩薩大士たちは善なることがら（白法）(97)が増大する．

このように言われて世尊は，スヴィクラーンタヴィクラーミン菩薩大士に次のように仰った．「スヴィクラーンタ

ヴィクラーミンよ．おまえが如来〔である私〕に，多くの人々を哀れんで，この智慧波羅蜜多について尋ねたこと

は，すばらしいことであり，おまえの功徳の果てを極めることはとても難しいことである．それ故，スヴィクラーン

タヴィクラーミンよ，おまえはよく聞き，よく思念しなさい．私はおまえに〔智慧波羅蜜多について〕語ってあげよ

う」「お願いします，世尊よ」と言って，スヴィクラーンタヴィクラーミン菩薩大士は，世尊に耳を傾けた．世尊は

次のように仰った．. . . . . .

Evam ukte Bhagavān Suvikrāntavikrāmin. am. bodhisatvam. mahāsatvam etad avocat: “Sādhu Sādhu

Suvikrāntavikrāmin gun. ānām. te na sukarah. paryanto ’dhigantum. , yas tvam. Tathāgatam. mahato jana-

kāyasyānukampāyā imām. prajñāpāramitām. paripr.cchasi, tena hi tvam. Suvikrāntavikrāmiñ śr.n. u sādhu

ca sus.t.hu ca manasikuru, bhās.is.ye, ’ham. te.” “sādhu Bhagabann” iti Suvikrāntavikrāmı̄ bodhisatvo

mahāsatvo Bhagavatah. pratyaśraus.̄ıt. Bhagavān etad avocat: . . . (Su 6.24-7.3)

(95) Tib: yongs su ’jal ba (Skt: paritārayati). Ch2:正思量. Ch3:正思惟. Cf. GDbh: paritārayati, yongs su

’jal, 思惟分別．

(96) Tib: rnyed pa med pa dang / smad pa med pa(B:smad pa) dang / grags pa med pa dang / sdug bsngal.

Ch1:無利無譽無名無苦. Ch2:一者失利,二者惡名,三者毀辱,四者苦惱. Ch3:一者不畏不得財利故,二者不畏毀辱故,三者

不畏惡名,四者不畏苦惱故. Tibの smad pa med paを，B, Ch2,3(毀辱)により smad paとする．

(97) Tib: dge ba’i rtsa ba. Ch1 於清淨法多所長益功徳之本. Ch2,3:白法. Tibのみが「善根」とするが， (II-1)の
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四つとは何かと言えば，人々を悟りへと向かわせること，布施を行ってもその果報を望まないこ

と，正法を保持すること，菩薩たちに対して智慧を説くこと，のこれら四つである．

(6)ブラフマー神よ，四法を持てば，菩薩大士たちは〔修行階梯の〕或る段階から次の段階へ
と上がっていく．四つとは何かと言えば，善根を積むこと，あらゆる過失を捨て去ること，廻向

に巧みなこと，努力（精進）〔する気持ち〕を燃え上がらせること，のこれら四つである．

(7)ブラフマー神よ，四法を持てば，菩薩大士たちは人々を成熟させる方法（方便）に巧みな
者となる．四つとは何かと言えば，人々〔の意向〕に [P 31a] 従うこと，他人の功徳に対して随
喜すること，過失を告白する（懺悔）こと，すべての仏陀に教えを請う（勧請）こと，のこれら

四つである．

(8) ブラフマー神よ，四法を持てば，菩薩大士たちは人々に奉仕することに巧みな者となる．
四つとは何かと言えば，あらゆる人に対して利益を与える気持ちを持つこと，自分の幸福を欲し

ないこと，忍耐しつつ柔軟（*sauratya）であること，高慢心を打ち砕くこと，のこれら四つで
ある．

(9)ブラフマー神よ，四法を持てば，菩薩大士たちは菩提心を失うことはない．四つとは何か
と言えば，仏陀を憶念することに精神を集中させること（*buddhānusmr.timanasikāra），すべ
ての善根を菩提心が導いている(98)こと，善き友（善知識）に仕えること，大乗を賞賛すること，

のこれら四つである．

(10) ブラフマー神よ，四法を持てば，菩薩大士たちは，心専一にして精神の乱れることの
ない者であると知られる．四つとは何かと言えば，声聞の心を捨て去ること，独覚の精神集中

（*manasikāra）を捨て去ること，法を追求することに飽きないこと，聞いた通りに法を説くこ
と(99)，のこれら四つである．

(11)ブラフマー神よ，(100)... 四法を持てば，菩薩大士たちは法を追求する〔ことに巧みな者と

なる〕．四つとは何かと言えば，〔法は〕手に入れることが難しいから宝であると思うこと，〔法

は煩悩という〕あらゆる病気を鎮めるから薬であると思うこと，〔法は〕無くなってしまうとい

うことがないから財産であると思うこと，〔法はそれ自体〕涅槃しているからすべての苦を鎮め

ると思うこと ...(100) ，のこれら四つである．

問 (5)では漢蔵すべての伝本が「白法（chos dkar po）」とするので，ここも「白法」とする．

(98) Tib: dge ba’i rtsa ba thams cad la byang chub kyi sems sngon du ’gro ba (Skt: sarvakuśalamūlā

bodhicittapūrvam. gamāh. ). Ch1:一切徳本至於道心. Ch2:所作功徳常爲菩提. Ch2:所作善根不離菩提心. Cf.

KP§25:bodhicittapūrvam. gamatā (Tib:byang chub kyi sems sngon du ’gro ba).

(99) Cf. KP§2:「〔師から〕聞いた通りの，また〔自ら〕悟り得た通りの法を詳しく説き示す」yathāśrutām. ś ca

dharmān yathāparyāptān parebhyo vistaren. a sam. prakāśayati (Tib:ji ltar thos pa dang / ji ltar khong du

chud pa’i chos rnams gzhan dag la rgya cher yang dag par rab tu ston par byed pa yin).

(100)［引用］『大乗荘厳経論』（Mahāyānasūtrālam. kāra）

Skt : ata evoktam. brahmaparipr.cchāsūtre / caturbhir dharmaih. samanvāgatā bodhisatvā

dharmam. paryes.ante / ratnasam. jñayā durlabhārthena bhais.ajyasam. jñayā kleśavyādhipra-

śamanārthena arthasam. jñayā avipran. āśārthena nirvān. asam. jñayā sarvaduh.khapraśamanārthena /
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(12)ブラフマー神よ，四法を持てば，菩薩大士たちは，罪悪（戒律を破ること）から抜け出る
ことに巧みな者となる．四つとは何かと言えば，法は内的には不生だということを容認すること

（無生法忍）(101)，[P 31b]〔法は〕推移しないから滅することはないと容認すること（無滅忍），
原因を詳しく観察するから〔法は〕依存して生ずるのだと容認すること（因縁忍），心は相互に

連続している〔のだと容認する〕こと（無住忍）(102)，のこれら四つである．

(13)ブラフマー神よ，四法を持てば，菩薩大士たちは煩悩を清浄にする(103)．四つとは何かと

言えば，正しく観察すること，〔煩悩をそれが〕まだやって来ていない時に抑えること(104)，善

なることがら（白法）の力を生ずること(105)，〔人里〕離れて〔一人で〕いること(106)，のこれら

四つである．

(14)ブラフマー神よ，四法を持てば，菩薩大士たちは，集会〔に集まっている大勢の人々〕の中
に入って行く．四つとは何かと言えば，法を望むからであって〔人の隙に〕つけ込こもう(107)と

いう気持ちからではないこと，尊敬の念を抱いているからであって慢心による思い上がりからで

はないこと，善なるものを求めるからであって自らを誇るためではないこと，人々を善根へと導

くためであって〔物を〕手に入れたり尊敬されたり詩〔で誉め称えられたりする〕(108)ためでは

(MSA 75.19-76-2)

Tib : (de nyid kyi phyir ) tshangs pas zhus pa’i mdo las / chos bzhi dang ldan pa’i byang chub

sems dpa’ rnams chos yongs su tshol bar ’gyur te / dkon pa’i don gyis rin po che’i ’du shes dang /

nyon mongs pa’i nad rab tu zhi bar byed pa’i don gyis sman gyi ’du shes dang / chud mi za ba’i

don gyis nor gyi1 ’du shes dang / sdug bsngal thams cad rab tu zhi ba’i don gyis mya ngan las ’da’

ba’i ’du shes dang ldan pa zhes gsungs so // ( Peking ed. Sems-tsam Phi 194a4-7) 1) P: gyis.

Ch : 如梵天王問經説. 菩薩求法具足四想. 一者如妙寶想, 難得義故 二者如良藥想, 除病義故. 三者如財物想,

不散義故. 四者如涅槃想, 苦滅義故. ( Taisho vol.31 618a20-23 )

(101) Tib: nang nas mi skye ba’i chos la bzod pa. Ch1:興不起忍. Ch2:得無生法忍, 以諸法無來故. Ch3:得無生忍,

以諸法内觀故.

(102) Tib: gcig nas gcig tu sems phan tshun du gyur pa. Ch1:忍無所住, 亦無異心汲汲之事. Ch2:得無住忍, 無異

心相續. Ch3: 得無住忍, 無新無舊.

(103) Tib: rnam par sbyong ( Skt: vísodhana). ただし，(II-1)の問 (13)では, Tib: ’dul ba (Skt: vinaya). 漢訳

は問と同じ. Ch1:於諸塵勞部分開化. Ch2:善障煩惱. Ch3:善斷諸煩惱.

(104) Tib: ma ’ongs pa na sdom pa. Ch1:將護禁戒. Ch2:障諸根. Ch3:遠離未來諸障増長諸白法故.

(105) Tib: skar po’i chos kyi stobs bskyed pa. Ch1:曉諸法力. Ch2:得善法力. Ch3:得善法力故.

(106) Tib: rab tu dben par gnas pa. Ch1:樂處燕居. Ch2, 3:獨處遠離故.

(107) Tib: klan ka tshol ba (Skt: avatāragaves.in). Ch1:求他短. Ch2, 3:求勝. Cf.「彼ら法師たちに対して，

すきを狙い，すきを求めても，だれもすきにつけ込むことはないでしょう」tes.ām dharmabhān. akānām. na kaścid

avatārapreks.y avatāragaves.y avatāram. lapsyati (SP 400.10-11).

(108) Tib: rnyed pa dang / bkur sti dang / tshigs su bcad pa. Cf.「私は常に, 利得・尊敬・〔賞賛の〕詩頌に
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ないこと，のこれら四つである．

(15)ブラフマー神よ，(110)... 四法を持てば，菩薩大士たちは法施を行う．四つとは何かと言え

ば，正法を護持すること，自分の智慧を明浄にすること(109)，善き人の行いをすること，煩悩と

清浄を説き示すこと ...(110) ，のこれら四つである．

(16)ブラフマー神よ，四法を持てば，菩薩大士たちは，因の力を得ることによって善根が消滅
することはない．四つとは何かと言えば，他人の失敗に関して〔それを〕欠点として見ないこと，

腹を立てている人に対して慈しみの心を修習すること，諸法の因を説くこと，菩提心を捨てない

こと，のこれら四つである．

(17) ブラフマー神よ，四法を持てば，菩薩大士たちは，六つの完成（六波羅蜜多）において
〔他から〕教示されることなく〔自ら〕知る者となる．四つとは何かと言えば，諸々の布施を [P
32a] 第一とすること（*dānapūrvam. gama），罪があるからといって他人に対して論争をしかけ
ないこと，人々を成熟させるために〔四〕摂法に巧みであること，諸法に関して深く信解してい

ること，のこれら四つである．

(18) ブラフマー神よ，(111)... 四法を持てば，菩薩大士たちは，禅定に住した後〔その楽し

みに耽けることから逃れて〕欲界に生まれる．四つとは何かと言えば，心が柔軟であること

（*cittakarman.yatā），善根の力を生じること，人々を見捨てることはしないこと，方便と智慧を
修習すること ...(111) ，のこれら四つである．

対して, 火・毒・武器だとの思いを起こしますように」nityam. cāham. lābhasatkāraśloke ’gnivis.aśastrasam. jñām

utpādayeyam. /（Krp 169.13-14）

(109) Tib: bdag nyid kyi shes rab gsal bal byed pa. Ch1:化己及彼使入智慧. Ch2, 3:自益智慧亦益他人. 次注で

挙げるMSA の引用では, Skt: ātmanah. prajñottāpanatayā（自らの智に磨きをかけること）；Tib: bdag nyid kyi

shes rab sbyangs pa dang（自らの智を浄化すること）とある.

(110) ［引用］『大乗荘厳経論』（Mahāyānasūtrālam. kāra）

Skt : yad uktam. brahmaparipr.cchāyām. / caturbhir dharmaih. samanvāgatā bodhisatvā

mahādharmadānam. vitaranti saddharmaparigrahan. atayā ātmanah. prajñottāpanatayā satpurus.a-

karmakaran. atayā sam. kleśavyavadānasam. deśanatayā ca / (MSA 78.5-7)

Tib : (tshigs su bcad pa ’di ni ) ’phags pa tshangs pas zhus pa’i mdo las / chos bzhi po dam pa’i

chos yongs su ’dzin pa dang / bdag nyid kyi shes rab sbyangs pa dang / skyes bu dam pa’i las byed

pa dang / kun nas nyon mongs pa dang / rnam par byang ba yang dag par ston pa dang ldan pa’i

byang chub sems dpa’ sems dpa’ chen po rnams ni chos kyi sbyin pa chen po rnam par ’byed do //

( Peking ed. Sems-tsam Phi 196a5-7)

Ch : 如梵天王問經説. 菩薩四法具足則能開於廣大法施. 何等爲四. 一者攝治妙法. 二者自慧明淨. 三者作善丈

夫業. 四者顯示染淨. ( Taisho vol.31 619a17-20 )

Cf.長尾 [2007]167.16-169.9.

(111) ［引用］『弥勒菩薩所問経論』

Ch : （以是義故）聖者思益梵天所問修多羅中. 如來説言. 若諸菩薩摩訶薩等成就四法, 修行四禪生於欲界. 何

2012 copyright Association for the Study of Indian Philosophy



チベット訳『梵天所問経』–和訳と訳注 (1) 163

(19)(112)... ブラフマー神よ，四法を持てば，菩薩大士たちは，仏法（仏陀の教え）から退転し
ない者となる．四つとは何かと言えば，無量の輪廻を受け入れること，無量の仏陀に供養し仕え

ること ...(112) ，無量の慈心を修習すること，無量の悲心を修習すること(113)，のこれら四つで

ある．

(20) ブラフマー神よ，四法を持てば，菩薩大士たちは，仏陀の種姓を断つことはない(114) ．

四つとは何かと言えば，過去に誓ったこと（本願 *pūrvapratijñāta）から離れない（退転しな
い）こと，発言した通りに行動すること，善根を深く信解すること(115)，思念（*āśaya）の修行
（*pratipatti）に住すること(116)である．ブラフマー神よ，これらの四法を持てば，菩薩大士た

ちは，仏陀の種姓を断つことはない」

　

(II-4)
世尊がこの〔新たに〕説き出された(117) 四〔法〕を語られた時，神と人間とを含めた生き物

（*prajā）のうち三万二千(118)の命あるもの（*prān. in）たちが，このうえなく正しい悟りへと発
心した．五千人の菩薩たちもまた，法は本来生じることはないと容認する智慧（無生法忍）を起

こした．種々の仏国土から [P 32b] 集まって来ていた菩薩たちも，世尊に対して供養するため

等四法. 一者得心自在. 二者具足諸善根力. 三者觀察一切衆生. 四者修行方便般若. ( Taisho vol.26 265c3-7 )

(112)［引用］『修習次第・後編』（Bhāvanākrama III）

Skt : caturbhir brahma dharmaih. (samanv)āgatā bodhisatvā avaivarttikā bhavanti buddha-

dharmes.u / katamaís caturbhih. / aparimitasam. sāraparigrahen. a / aparimitabuddhopasthāna-

pūjayā /. . . (Bhk 24.19-25.3 )

Tib : tshangs pa byang chub sems dpa’ chos bzhi dang ldan pa rnams sangs rgyas kyi chos rnams

las phyir mi ldog pa yin no // bzhi po de dag gang zhe na / ’khor ba dpag tu med pa yongs su

’dzin pa dang / sangs rgyas dpag tu med pa la rim gro dang mchod pa dpag tu med pa byed pa

. . . ( Peking ed. dBu-ma A 71b7-8)

(113) Ch1:曉了無際諸佛之慧. Ch2:信解無量佛慧.

(114) Ch3:不断佛種如実修行.

(115) Ch1:捐棄重貪. Ch2:大欲精進. Ch3:於諸善法大欲精進.

(116) Tib: bsam pa’i nan tan la gnas pa. Ch1:建立者處於本性. Ch2, 3:深心行於佛道.

(117) Tib: mngon par bsgrub(s) pa (Skt: abhinirhr.ta ). Cf.「世尊が仰った．シャーリプトラよ，このように説

き出されたパーラミター（完成）は，いかなる法をも確立することはない．いかなる法をも確立することはないからこ

そ，パーラミター（完成）と呼ばれるのである」bhagavān āha: evam abhinirhr.tā śāriputra prajñāpāramitā na

kam. cid dharmam arpayati, yato na kam. cid dharmam arpayati tasmāt prajñāpāramiteti sam. khyām. gacchati

(Pvsp II-III 145.11-13).

なお，初期大乗経典における abhinirhr.ta, abhinirhāraの意味・用例等については村上 [1998]が詳しい.

(118) Ch1:二江河沙. Ch2, 3:二萬二千.
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に，この三千大千世界を天華によって膝が埋まってしまうまでに覆った．

　

(III-1)
その時，法王子であるジャーリニープラバが，ブラフマー神であるヴィシェーシャチンティン

に向かってこう言った．

「ブラフマー神よ，世尊はあなたのことを，正しく質問することに巧みな菩薩たちの中で最も

優れていると仰せになられたが，では，どのように質問したら，正しく質問する菩薩である〔と

言える〕のでしょうか」

ヴィシェーシャチンティンが言う．

「良家の子よ，〔本来非存在である〕自分（我）というものをあたかも存在しているかのごとく

に考えて（増益 *samāropa）質問すれば，間違って質問したことになります．他者というものを
あたかも存在しているかのごとくに考えて質問すれば，間違って質問したことになります．法と

いうものをあたかも存在しているかのごとくに考えて質問すれば，間違って質問したことになり

ます．ジャーリニープラバよ，自分（我）というものをあたかも存在しているかのごとくに考え

ることなく，他者というものをあたかも存在しているかのごとくに考えることなく，法というも

のをあたかも存在しているかのごとくに考えることがなければ，それが，正しく質問するという

ことです．

さらにまた，ジャーリニープラバよ，生のために質問すれば間違って質問したことになりま

す．滅のために質問すれば間違って質問したことになります．住（*sthiti）とか不住（*asthiti）
とかいうことのために質問すればそれは間違っています．ジャーリニープラバよ，法というもの

の生のために，滅のために，あるいは住・不住のために質問するということがなければ，それが

正しい質問です．

さらにまた，ジャーリニープラバよ，汚れ（*sam. kleśa）のために質問すればそれは間違って
います．清浄（*vyavadāna）のために質問すればそれは間違っています．輪廻のために質問す
ればそれは間違っています．輪廻からの離脱のために質問すればそれは間違っています．涅槃の

ために質問すればそれは間違っています．ジャーリニープラバよ，汚れのためでなく，清浄のた

めでなく，輪廻のためでなく，[P 33a] 輪廻からの離脱のためでなく，また涅槃のために質問す
ることがなければ，それが正しい質問です．なぜかといえば，法の不変性（*dharmaniyāmatā）
は，汚れてもいず，清浄でもなく，輪廻せず，涅槃もしていないからです．

さらにまた，ジャーリニープラバよ，獲得（*prāpti）のために質問すればそれは間違ってい
ます．直証（*sāks.ātkriyā）のために質問すればそれは間違っています．神通（*abhijñā）のた
めに質問すればそれは間違っています．了知（*parijñā）と修習（*bhāvanā）のために質問すれ
ばそれは間違っています．離脱（*viyoga）のために質問すればそれは間違っています．ジャー
リニープラバよ，獲得がなく，証得（*grāha）がなく，証悟（*abhisam. skāra）がなく，分別
（*sam. kalpa）がなく，了知がなく，依止（*sthāna）がなく，修習がなく，修習を見ることがな
ければ，それが正しい質問です．

さらにまた，ジャーリニープラバよ，これは善である，これは不善である，これは有漏である，

これは無漏である，これは過失（*avadya）である，これは無過失（*anavadya）である，これは
有為である，これは無為である，これは世間的である，これは出世間的である，というふうに質

問すればそれは間違っています．ジャーリニープラバよ，二〔つの対立〕に落ち込んで質問する
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かぎり間違っているのです．ジャーリニープラバよ，二〔つの対立〕がなく，不二がなく，表象

（*sam. jñā）がなく，名称（*nāma）がなく，また普遍性（*sāmānya）に落ち込むことがなけれ
ば，それが正しい質問です．

さらにまた，ジャーリニープラバよ，仏をさまざまに区別し（*nānākaran. a），法をさまざまに
区別し，僧団をさまざまに区別し，〔仏〕国土をさまざまに区別し，人々（衆生）をさまざまに区

別し，教理（乗 *yāna）をさまざまに区別することは間違っています．ジャーリニープラバよ，
およそ法というものを，さまざまなものとして，あるいは一つのものとして [P 33b] 質問するこ
とがなければ，それが正しい質問です．

(125)... さらにまた，ジャーリニープラバよ，すべての法は正しく，すべての法は正しくないの

です」

　

(III-2)
〔ジャーリニープラバが〕〕言う．

「ブラフマー神よ，どのような場合に，すべての法は正しく，すべての法は正しくないのでしょ

うか」

〔ヴィシェーシャチンティンが〕言う．

「すべての法は不可思議（*acintya）なものだから，すべての法は正しいのです．(120)... およ

そ，不可思議な法に対して心を向ける(119)とき，それら〔諸法〕は正しくないのです．...(120) す

べての法が遠離（*viveka）をその特徴（*laks.an. a）としていること，それが正しいということで
す．もし遠離を信解（*adhimukti）しない人がいるとすれば，そういう人たちは〔法を実体化し
てそれを〕目標とすることにおちいっている(121) のです．〔法を〕目標とすることにおちいるよ

(119) Tib: sems par zhugs pa. Ch1: 假使心法其心精進, 彼不應順. Ch2: 若於無心法中以心分別觀者, 一切法名爲邪.

Ch3: 若不可思議而思議者,一切法名爲邪. 次注参照.

(120) ［引用］『修習次第・後編』（Bhāvanākrama III）

Skt : tat punar [brahmapa]ripr.cchāyām uktam / ye tv acintyes.u dharmes.u viprayuktās1 tes.ā[m

ayoni]́sa iti / (Bhk 19.1-2 )

1) 前注の BP の用語や，注 125の Sūtrasamuccayaの用語（Tib: sems pa dang ldan pa, Ch:心與思惟有

所和合）を参考にすれば，この viprayuktaは，cittayuktaあるいは cittaprayuktaとすべきであろう.

Tib : tshangs pa zhus pa las kyang bka’ stsal te / gang dag bsam gyis mi khyab pa’i chos rnams

la sems zhugs pa de dag ni tshul bzhin ma yin pa’o zhes ’byung ngo // ( Peking ed. dBu-ma A

69a3)

(121) Tib: lhag par byed pa la zhugs pa. Ch1: 專精業所當造. Ch2,3:分別諸法. 注 125 の Sūtrasamuccaya には

一部欠落部分が見られるが，Tib の lhag byed pa に相当する箇所を漢訳は「差別所行」としている. 和訳は lhag par

byed paあるいは lhag byed paの原語を adhikāra（あることを目標とすること，課題とすること，指示すること）と

想定して訳している．adhikāraの語義については長尾 [1982]113-116頁（注３）参照．なお，adhi
√

kr.に対応する訳語

として lhag par byed paを用いた例に，『仏所行讚』がある．
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うな人たちは，目標に懸命になっている(122) のです．目標に懸命な人たちは，〔法を〕目標とし

ようとしている限り，正しくないのです」

〔ジャーリニープラバが〕言う．

「ブラフマー神よ，諸法の規則（*dharmanaya）(123) とはどのようなものでしょうか」
〔ヴィシェーシャチンティンが〕言う．

「良家の子よ，究極において，自らの対象から離れ(124)，欲望を離れているのが，諸法の規則

です」...(125)

「ああ，怒りなきお方よ，暗黒は憤怒そのものを指示しています」tāmisram iti cākrodha krodham evādhikurvate /

( Tib: mun las gyur pa khro nyid du / lhag par byed pa’o khro med kye / ) (Bc ch.12 v.36 ab)

(122) Tib: lhag par byed pa la brtson pa. Ch1:斯在慢憍 Ch2,3:入増上慢. adhikāra と abhimāna（増上慢）の関

係については，『善勇猛般若経』に次のような例がある．

「高慢というのは，長老アーナンダよ，〔なにかを〕目標とする〔というような〕本来ないものをあるものと考える

こと（目標の虚構的設定）を示すことばである．高慢に関して行動するものは，〔本来存在しない高慢を設定して

それをなくすことを〕目標とする〔という〕虚構的設定において行動しているのであり，彼らに平等な行動という

ものはないのである」adhimāna ityāyus.mann ānandādhikārasamāropasyaitad adhivacanam ; ye ’dhimāne

caranty, adhikārasamārope te caranti, na te samacārin. ah. . (Su 21.20-22)

(123) Tib: chos rnams kyi tshul. Ch1:諸法有所觀察. Ch2,3:諸法正性.

『入楞伽経』は，dharmanaya（Tib: chos tshul）に deśanānaya（Tib: bstan p’i tshul）と siddhānta-

pratyavasthānanaya（Tib: grub pa’i mtha’ so sor bzhag pa’i tshul）の二種（dviprakāra）があるとし，後者

について次のように説明する．

この中，マハーマティよ，究極の規則とはなにかといえば，それによってヨーガを行う者が自らの心に現われるもの

についての分別を離れるようになるもの，すなわち，一と異と倶と非倶の主張におちいらず，心と意と意識とを超

え，自内証の聖なる境地であり，理由や証明や見解の相からはなれ，無と有の二辺におちいった外教と声聞と独覚の

乗に属する一切の邪悪の究理論者が味わうことのないもの，それを，わたしは究極〔の規則〕であると語る．（安井

[1976] 156頁による）

tatra siddhāntanayah. punar mahāmate katamah. / yena yoginah. svacittadr.śyavikalpavyāvr.ttim.

kurvanti yad uta ekatvānyatvobhayatvānubhayatvapaks.āpatanatācittamanomanovijñānāt̄ıtam. sva-

pratyayātmāryagatigocaram. hetuyuktidr.s.t.ilaks.an. avinivr.ttam anāl̄ıd. ham. sarvakutārkikais t̄ırthakara-

śrāvakapratyekabuddhayānikair nāstyastitvāntadvayapatitaih. , tam aham. siddhānta iti vadāmi / (Laṅk

70.13-17).

(124) Tib: rang gi yul dben pa ( Skt: svavis.ayavivikta ). Ch1:己性寂然. Ch2. 3:離自性.

(125) ［引用］『大乗宝要義論』（Sūtrasamuccaya）

Tib : tshangs pa khyad par sems kyis zhus pa’i mdo las / dra ba can gyi ’od [kyis smras pa /
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〔ジャーリニープラバが〕言う．

「ブラフマー神よ，この諸法の規則を理解する人は，ほんの僅かしかいないでしょう」

〔ヴィシェーシャチンティンが〕言う．

「良家の子よ，離欲の究極というものは一でもありませんし，また多でもありません．ジャー

リニープラバよ，良家の息子であれ娘であれ，この諸法の規則を理解（*anugama）した人，理解
する人，また理解するであろう人は，いかなる法も知ることはなかったし，知らないし，また知

ることはないでしょう．なぜかといえば，『理解することがないときこそ一切知者であると言わ

れる』と世尊が仰せになられている(126)からです．もし，正しくこの法の教説を聞いて信解する

人がいれば，そういう人たちこそ聞いたとおりに修行する人です．彼らはいかなる法に関しても

言葉による詳細な説明（戯論）をおこなう（*prapañcayati）ことはないでしょう(127)．いかな

る法に関しても言葉による詳細な説明をおこなうことのない人は，いかなる法も理解することは

ないでしょう．いかなる [P 34a] 法も理解することのない人は，輪廻におもむくことはないし，
涅槃の属性（*nirvān. adharma）をもつこともありません．なぜかといえば，世尊は，輪廻を認
識の対象にすることもないし，完全な涅槃（*prinirvān. a）も認識の対象にすることもないからで

tshangs pa]1 chos thams cad ni tshul bzhin no // chos thams cad ni tshul bzhin ma yin pa’o //

smras pa / tshangs pa chos thams cad ni tshul bzhin / chos thams cad ni tshul bzhin ma yin pa

zhes bya ba de ji lta bu / smras pa / bsam du med pas ni chos thams cad tshul bzhin no // gang

bsam du med ’i chos rnams la sems pa dang ldan pa de dag ni tshul bzhin ma yin pa’o // chos

thams cad dben pa’i mtshan nyid ’di ni tshul bzhin no // gang dben pa la [ma mos pa de dag ni

lhag par byed pa la zhugs pa’o // gang lhag par byed pa la zhugs pa de dag ni]2 mngon par mi

brtson pa3 de dag ni / lhag byed pa la brtson pa’o // gang lhag byed pa la brtson pa de dag ji srid

du lhag par byed pa de srid du tshul bzhin ma yin no // smras pa / tshangs pa chos rnams kyi

rgyu gang yin / smras pa / rigs kyi bu rang gi yul dben pa ’dod chags dang bral ba’i mtha’ ni

chos rnams kyi rgyu yin no // zhes ’byung ngo // ( SS Peking ed. Sems-tsam A 234a5-b1)

1) To be deleted. 2) [　]部分は BP の Tibによって補充，SS では以下の漢訳（［＊］の部分）も含めて欠

落が見られる．3) Chの「有所和合」に相当する．前後の文脈から見ても否定辞（mi）は不要であろう．その

場合，下線部の前後は「遠離に懸命に努力する（*abhiyoga）ものたちは，〔遠離という〕目標に努力している」

の意になる．

Ch : 勝思惟梵天所問經云．梵天問光網菩薩言. 一切法深固邪, 一切法非深固邪. 菩薩言. 如汝, 梵天, 復云何

説, 一切法是深固非深固邪. 梵天言. 若非思惟即一切法深固. 若心與思惟有所和合即非深固. 又一切法離相此即

深固. 若復離中［＊］有所和合此即是爲差別所行. 若差別中有所行者, 即諸所作皆非深固. 菩薩言. 若爾者云何

諸法而可生乎. 梵天言. 善男子, 若自境界離清淨實際中諸法乃生. ( Taisho vol.32 68c15-24 )

(126) Tib: khong du chud pa med par bcom ldan ’das kyis kun shes pa lung bstan pa gsungs so. Ch1:大哀世

尊不有云乎. Ch2, 3:佛説無得無分別名爲所作已辧相.

(127) Tib: de dag ni chos gang la yang spros par mi byed par ’gyur ro. Ch1:終不復歸於土地處所有所獲致. Ch2:

不從一地至一地. Ch3:彼人不戲諸法.
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す(128)」

〔ジャーリニープラバが〕言う．

「世尊は，〔人々が〕輪廻を超越するようにと法をお説きになるのではないですか」

〔ヴィシェーシャチンティンが〕言う．

「世尊は，〔それを聞くことによって〕輪廻を超越できるような，そのような法を説いたりなさ

らないのではないですか」

〔ジャーリニープラバが〕言う．

「そのようなことはなさいません」

〔ヴィシェーシャチンティンが〕言う．

「良家の子よ，それゆえ世尊は，〔人々に〕輪廻を滅したり涅槃を獲得したりさせることはせず，

輪廻と涅槃の二つの想を超越することをお説きになるのです．その場合，輪廻を超越したり完全

な涅槃を獲得したりする人は誰もいません．なぜかといえば，〔諸法の〕平等性（*samatā）と
いうものは，輪廻することも涅槃することもないし，汚されることも清められることもないから

です」

そのとき世尊はブラフマー神であるヴィシェーシャチンティンに賛辞を与えられた．

「ブラフマー神よ，素晴らしい，素晴らしい．ブラフマー神よ，もし〔法を〕説かなければなら

ないときには，そのように説くべきである」

この正しい法の教説が説かれたとき，二千の比丘たちは煩悩の汚れから自由になって心は解脱

した．

　

(III-3)
そのとき世尊は，ブラフマー神であるヴィシェーシャチンティンに対して次のように仰せにな

られた．

「(129)... (130)... ブラフマー神よ，私は輪廻も涅槃も認識の対象とすることはない．...(129) なぜ

かといえば，(131)... 如来は輪廻ということを〔言葉によって〕仮に説く（*prajñapayati）が，そ
の場合，輪廻する者は誰もいないからである．涅槃ということを説くが，その場合，完全に涅槃

(128) Ch1: 世尊所了無有生死亦無泥洹. Ch2, 3: 諸佛不得生死不得涅槃.

(129) ［引用］『攝大乗論』（Mahāyānasam. graha）

Tib : ( bcom ldan ’das kyis ci la dgongs te / ) tshangs pas zhus pa las de bzhin gshegs pas ’khor

ba yang ma dmigs / nya ngan las ’das pa yang ma dmigs ( zhes bstan zhe na / ) (MSg APPENDIX

70.3-4. )

Ch1 : （世尊依何密意）於梵問經中説. 如來不得生死不得涅槃.（玄奘訳「攝大乗論本」）

Ch2 : （世尊依何義故）於梵天問經中説. 如來不見生死不見涅槃.（笈多共行矩等訳「攝大乗論」）

Ch3 : 婆羅門問經中言.（世尊依何義如此言.）如來不見生死不見涅槃.（真諦訳「攝大乗論」）

Ch4 : （有何義故）於梵王經中説. 我不見世間不證涅槃.（佛陀扇多訳「攝大乗論」）（MSg 43）
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する者は誰もいない．...(130) ...(131) ブラフマー神よ，この正しい道理(132)に入る者は，輪廻の

属性をもつことはないし，完全な涅槃の属性をもつこともない」

　

(130) ［引用］

Ａ『大乗掌珍論』

Ch : (又言.) 如來不見生死及以涅槃. 言涅槃者如來假立, 此中都無涅槃自性.（乃至廣説.）(Taisho vol.30

274a26-27) ＊引用というより取意と見るべきもの.

Ｂ『般若灯論』（Prajñāprad̄ıpa）

Tib : de bzhin du ( AVP : ’phags pa tshangs pas zhus pa’i mdo las ) tshangs pa ngas ’khor ba

yang ma dmigs / mya ngan las ’das pa yang ma dmigs so // de ci’i phyir zhe na / de bzhin gshegs

pas ’khor ba ’dogs par mdzad kyang / der ’ga’ yang ’khor bar mi ’gyur zhing de bzhin gshegs pas

mya ngan las ’das pa ’dogs par mdzad kyang / der ’ga’ yang mya ngan las ’das par1 mi ’gyur ba’i

phyir ro // (Pra Peking ed. dBu-ma Tsha 175b7-176a1 ; AVP Peking ed. dBu-ma Zha 298b5-7)

1) AVP : ’da’ bar.

Ch1 : 引用無し.

Ｃ『般若灯論』（Prajñāprad̄ıpa）

Tib : de bzhin du ( AVP : ’phags pa tshangs pas zhus pa’i mdo las ) tshangs pa ngas ’khor ba

yang mi dmigs1 mya ngan las ’das pa yang ma dmigs so // de ci’i phyir zhe na / de bzhin gshegs

pas ’khor ba ’dogs par mdzad kyang der ’ga’ yang ’khor bar mi ’gyur la / de bzhin gshegs pas mya

ngan las ’das pa ’dogs par mdzad kyang der ’ga’ yang mya ngan las ’da’ bar mi ’gyur ba’i phyir

ro // ( zhes bya ba la sogs pa gsungs pa . . . ) (Pra Peking ed. dBu-ma Tsha 211b3-5 ; AVP Peking

ed. dBu-ma Za 19ab4-6) 1) AVP adds: so //.

Ch1 : 又如梵王所問經説.佛言.梵王,我不得生死不得涅槃.何以故.言生死者但是如來假施設故,而無一人於中

流轉.説涅槃者亦假施設而,無一人般涅槃者. ( Taisho vol.30 98c19-22 )

(131) ［引用］『般若灯論』（Prajñāprad̄ıpa）

Tib : de ltar bcom ldan ’das kyis kyang / ( AVP : ’phags pa tshangs pas zhus pa’i mdo las ) de

bzhin gshegs pas1 ’khor ba ’dogs par mdzad kyang2 der yang ’ga’ yang ’khor ba med la / de bzhin

gshegs pas1 mya ngan las ’das pa ’dogs par mdzad kyang2 der ’ga’ yang mya ngan las ’da’ ma med

do // ( zhes ji skad gsungs pa lta bu’o // ) (Pra Peking ed. dBu-ma Tsha 202a6-8 ; AVP Peking

ed. dBu-ma Zha 384b5-7) 1) AVP adds: kun rdzob. 2) AVP adds : don dam par.

Ch1 : 如來所説, 有生死者但假施設而無於中實流轉者. 涅槃亦爾, 但假施設而無於中般涅槃者. ( Taisho

vol.30 95c17-19 )

(132) Tib: tshul (Skt: naya). Ch1:議. Ch2, 3:法門.
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(III-4)
そのとき，その集会のなかから五百人の比丘が，この教説を聞いて [P 34b] 座から立って出て
いってしまった(133)．

〔彼らは〕次のような言葉を口にした．

「もしここにおいて，誰も輪廻することなく，また，完全に涅槃することもないのであれば，

我々が，清らかな生活（梵行 *brahmacaryā）続けてきたことも無駄なこと（*anartha）であっ
た．ましてや，我々が道の修習，禅定，三昧，等至〔などの修行を続けてきたこと〕は無駄であっ

たのだ(134)」

　

(III-5)
そのとき，法王子であるジャーリニープラバは世尊にこう申しあげた．

「(140)... 世尊よ，なんらかの法において生とか滅とかを求める人たちがいるとしたら，そのよ

うな人たちのところに仏が現れること（buddhotpāda）はありません．世尊よ，涅槃を実体とし
て求める人たちには，輪廻の超越などありません．それはなぜかと申しますと，(136)... 世尊よ，

涅槃と呼ばれているものは，あらゆる特徴（nimitta）が尽きており，あらゆる動揺（iñjita）が
存在しなくなっている(135)のであって ...(136)，世尊よ，これらの愚かな者たちは，善く語られ

た法の導き（svākhyātadharmavinaya）において出家してのち，異教徒の見解（外道邪見）に
落ち込んで，世尊よ，あたかもゴマからゴマ油をミルクからバターを求めるように，涅槃を実

体として求めているのです．(137)... すべての法は完全に滅している（atyantaparinirvr.ta）のに，
(138)... 涅槃を実体として求める人を，思い上がった異教徒（の弟子）だと私は，呼びます．...(137)

(133) 大乗経典に見られる「会座から退出する五百比丘」のエピソードに関しては，五島 [1986]参照.

(134) Ch1:安成慧耶. Ch2:我等何用修道求智慧爲. Ch3:爲何義故修行正道諸禪三昧三摩跋提.

(135) Ch1:亦不汲汲於諸通慧爲殊異也. Ch2:遠離一切動念戲論. Ch3: 遠離一切動一切我想一切發一切戲故.

(136) ［引用］

Ａ『順中論』

Ch : （復有經中説言.）世尊,言涅槃者名爲寂靜,無一切相,無一切念.(Taisho vol.30 45a2-4)

Ｂ『大乗宝要義論』（Sūtrasamuccaya）

Tib : ’phags pa tshangs pas zhus pa las kyang / bcom ldan ’das yongs su mya ngan las ’das pa

zhes bya ba ni / gang mtshan ma thams cad rab tu zhi ba dang / g’yo ba thams cad dang bral ba’o

( zhes gsungs so ) // ( SS Peking ed. Sems-tsam A 221a1-2)

Ch : 梵王問經云. 梵王白佛言. 世尊, 諸出家者於隨所樂一切相中若能止息. 此説是爲涅槃. (Taisho vol.32

64b15-17)

(137) ［引用］『順中論』

Ch : （又復經中説言.）世尊, 若有沙門諸法本性寂滅相中求涅槃體, 我説彼人名爲外道. (Taisho vol.30

46a14-15)
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...(138) 世尊よ，(139)... 正しく修行をしたヨーガの実践者（yogācāra）は，いかなる法に関して
も，〔その〕生起や消滅を見ることはありません．また，いかなる法に関しても，〔その〕獲得や

証得（abhisamaya）を求めることはありません ...(139) ...(140)」

(138) ［引用］『大乗掌珍論』

Ch : （故世尊言.）諸有尋求涅槃有性.我説癡人外道弟子.（乃至廣説.）(Taisho vol.30 274a25-26)

(139)［引用］『瑜伽師地論釈』

Ch : 如大梵問契經等説. 諸瑜伽師觀無少法可令其生及可令滅. 亦無少法欲令證得及欲現觀.(Taisho vol.30

884a4-6)

(140) ［引用］

Ａ『プラサンナパダー』（Prasannapadā）

Skt : na tes.ām. bhagavan buddhotpādo ye kasyacid dharmasyotpādam. vā nirodham. veccha-

nti / na tes.ām. bhagavan sam. sārasamatikramo ye nirvān. am. bhāvatah. paryes.ante / tat kasya

hetoh. / nirvān. am iti bhagavan yah. praśamah. sarvanimittānām uparatih. sarveñjitānām.
1 / tad ime

bhagavan mohapurus.ā [ye] svākhyāte dharmavinaye pravrajya t̄ırthikadr.s.t.au nipatitā nirvān. am.

bhāvatah. paryes.ante / tadyathā tilebhyas tailam. ks.̄ırāt sarpih. / atyantaparinirvr.tes.u bhagavan

sarvadharmes.u ye nirvān. am. mārganti tān aham ābhimānikān t̄ırthikān iti vadāmi / na bhagavan

yogācārah. samyakpratipannah. kasyacid dharmasyotpadam. vā nirodham. vā karoti / nāpi kasyacid

dharmasya prāptim icchati nābhisamayam iti vistarah. // ( Pp 540.10-541.5 )

1) Text: sarveñjitasam. miñjitānām. (Mss: sarvejita anim. jitānām). 以下に挙げた Tibは，rnam par

rtog pa thams cad ’gags pa lags naとしており，これは，de la Vallée Poussin が注６で挙げている

ように，Skt: uparatih. sarvavikalpānām を示唆する, しかし, BP : g’yo ba thams cad ma mchis

par gyur pa lags na, SS : g’yo ba thams cad dang bral ba’o, Ppr : g’yo ba thams cad nye bar

zhi baなどの例をみると，原語は uparatih. sarveñjitānām. であったと想定される．

Tib : bcom ldan ’das gang dag chos ’ga’ zhig skye ba’am ’gag par ’ tshal ba de dag la ni sangs

rgyas ’byung ba ma lags so // bcom ldan ’das gang dag ’khor ba dngos por ’tshal ba de dag ni /

’khor ba las ’da’ ba ma laga so // de ci’i slad du zhe na / bcom ldan ’das mya ngan las ’das pa

zhes bgyi ba ni / gang mtshan ma thams cad rab tu zhi ba / rnam par rtog pa thams cad ’gags pa

lags na / bcom ldan ’das skyes bu blun po legs par gsungs pa’i chos ’dul ba la rab tu byung nas /

mu stegs kyi lta bar ltung ba de dag ni / ’di lta ste / til las til mar dang / ’o ma las mar gsar ltar

mya ngan las ’das pa dngos po las tshol bar bgyid do // bcom ldan ’das gang dag chos thams cad

shin tu mya ngan las ’das pa la / mya ngan las ’das pa ’tshol ba mngon pa’i nga rgyal can de dag

ni / mu stegs can yin no zhes kho bo gleng ste / bcom ldan ’das rnal ’byol spyod pa yang dag par

zhugs pa ni / chos gang yang skye ba’am ’gag par mi bgyid la / chos gang yang ’thob pa dang /

mngon par rtogs par mi ’tshal lo // (sDe dge ed. dBu-ma ’A 182a1-5 )
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(III-6)
そのとき，法王子であるジャーリニープラバは，ブラフマー神であるヴィシェーシャチンティ

ンにこう言った．

「ブラフマー神よ，この集会において座から立って出ていってしまったこれら五百人の比丘た

ちが，なんとか(141)〔この〕法の導き（法門*dharmavinaya）に入り，信解し，その間違った見

Ｂ『般若灯論』（Prajñāprad̄ıpa）

Tib : de bzhin du / ( AVP : ’phags pa tshangs pas zhus pa’i mdo las / ) bcom ldan ’das gang

dag chos ’ga’ zhig skye ba’am / ’gag par ’tshal ba de dag la sangs rgyas ’byung ba ma mchis so //

bcom ldan ’das gang dag mya ngan las ’das pa dngos po las yongs su tshol1 bar bgyid pa de dag la

’khor ba las yang dag par ’da’ ba ma mchis so // de ci’i slad du zhe na / bcom ldan ’das mtshan

ma thams cad rab tu zhi ba dang / g’yo ba thams cad nye bar zhi ba gang lags pa de mya ngan las

’das pa lags pa’i slad du’o // bcom ldan ’das mi gti mug can gang dag mya ngan las ’das pa dngos

po las yongs su tshol1 bar bgyid pa de dag ni legs par gsungs pa’i chos ’dul ba ’di la rab tu byung

nas mu stegs can gyi lta bar ltung ba lags te / bcom ldan ’das gang dag chos thams cad gtan yongs

su mya ngan las ’das pa dag ’di lta ste dper bgyi na til dag las til mar dang / ’o ma dag las mar

bzhin du mya ngan las ’das pa yongs su tshol1 bar bgyid pa de dag ni mu stegs can lhag pa’i nga

rgyal can lags par bdag smra’o // bcom ldan ’das rnal ’byor spyod pa2 yang dag par3 zhugs pa ni

chos ’ga’ yang skye ba’am / ’gag par mi bgyid cing chos ’ga’ yang thob par mi ’tshal / mngon par

rtogs4 par mi ’tshal lo // (Pra Peking ed. dBu-ma Tsha 311b7-312a5 ; AVP Peking ed. dBu-ma

Za 360b7-361a5)

1) AVP :’tshal. 2) AVP adds: dag. 3) AVP omits: par. 4) AVP : rtog.

Ch1 : 如梵天王所問經［偈］１ 言.［實無有涅槃.如來説涅槃.如虚空自結.如虚空自解.］２ 梵王白佛言. 若有

分別衆生欲得一切法有起有滅者,佛於其人亦不出世.若於涅槃起分別相言是有體者,然彼衆生決定不能出於生死.

世尊, 涅槃者其義云何. 一切相皆寂滅是爲涅槃. 一切所作皆已謝是爲涅槃. 世尊. 愚癡衆生於佛法中雖得出家, 而

墮外道見中求涅槃體.如於麻中求油指手言得,何異乳中求覓生酥.若於一切法畢竟寂滅中求涅槃者,乃至邪慢外道

中聲聞非佛法中聲聞.若是正見成就行者,不作一法有起有滅,亦不欲得證獲一法,亦不見聖諦理．(Taisho vol.30

131a24-b8 )

※２の部分は本来は別の経典の引用．この漢訳のみが BP の偈の引用としている（したがって１の「偈」の語

も本来は削除すべきもの）．この偈の Sktは以下の通りだが，出典は不明である．

anirvān. am. hi nirvān. am. lokanāthena deśitsm. /

ākāśena kr.to granthir ākāśenaiva mocitah. // iti / (Pp 540.8-9)

(141) Tib: ci nas kyang. Ch1:知斯等類意之所趣, 何不入法. Ch2:當爲作方便引導其心. Ch3:云何而爲作諸方便引導其

心.
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解（邪見）から抜け出るように，説いて下さい」[P 35a]
〔ヴィシェーシャチンティンが 〕言う．

「良家の子よ，〔どこへでも〕行けばよいでしょう(142) ．たとえ，ガンジス河の砂（恒河沙）の

数ほどの無数の仏国土を越えて行ったとしても，この教えから逃れることはできません．良家の

子よ，たとえば生まれつき愚かな人が，虚空をおそれ恐がって逃げだしたとしても，どこからど

こに行こうとそれぞれの場所において虚空を見るように，ちょうどそのように，これら〔五百人〕

の比丘たちはどんなに遠くへ行こうとも，空・無相・無願の相（*laks.an. a）から離れることはで
きないのです(143) ．〔また〕たとえば，別のある人が，『虚空を手にいれよう』と考えて虚空を

求めてあちらこちらを走り回ってあらん限りの虚空の名を口にしたとしても，虚空を手にいれる

ことはありません．彼は，ほかならぬその虚空の中を進んでいるのにそれを見ることはないので

す．なぜなら，虚空と呼ばれているものは単なる名称にすぎないからです．良家の子よ，ちょう

どそれと同じように，これらの比丘たちが涅槃を実体として求め，ほかならぬその涅槃を分析的

に考察（*vicāra）したとしても，それを見ることも知ることもないのです．なぜかといえば，良
家の子よ，涅槃と呼ばれているものは単なる名称にすぎないからです．『虚空，虚空』といくら

言っても掴むことはできないように，『涅槃，涅槃』といくら口にしても獲得することはできな

いのです」

　

(III-7)
そのとき，彼ら五百人の比丘たちは，この言葉を聞いて，執着を離れ（*anupādāya）心が煩
悩の汚れから解き放たれた（*āsravebhyaś cittāni vimuktāni）．神通（*abhijñā）を得た彼らは
こう言った．

「世尊よ，すべての法は完全に滅している（*atyantaparinirvr.ta）」のに涅槃を実体として求

(142) LT: ’dong la rag go // ’dong la rag go //. Ph: dong la rag go // dong la rag go // . B: ’dong bar rag

go // ’dong bar rag go //. K: ’dong la rag go // gdong la rag go //. P: ’dod la rag go // ’dong la rag go //.

CDHN: ’dod la rag go // ’dod la rag go //. 漢訳は対応部分を欠く. Cf. 「おい，男よ．君は，自由なのだから，

好きなところに行きなさい」gaccha tvam. bhoh. purus.a yenākāṅks.asi mukto ’si. (Tib: kye mi khyod gtang gis

gar dga’ bar ’gro la rag go // ) (SP 105.5, 6-7)

(143) 「虚空を恐れる愚者」の話は『迦葉品』（§66）にも見られる．

たとえば，虚空を恐れて苦悶する愚かな人が「この虚空を取り除いてくれ」と言う．虚空が取り除かれることなどあ

り得ないのに，愚かゆえに愚者たちはそのように言う．ちょうどそのように，沙門やバラモンたちの中には，空性を

恐れるあまり心を乱すものがいる．愚かな彼らは空性を行じている〔ことに思い至らない〕のである．空性はいかな

る点においても破壊されることはない．

dper na nam mkhas ’jigs pas nyen pa’i mi // blun po nam mkha’ ’di ni sol zhes zer //

nam mkha’ bsal bar nus pa ma yin yang // rmongs pas byis pa dag ni de skad smra //

de bzhin dge sbyong bram ze gang dag cig // stong pa nyid kyis skrag cing sems ’khrugs pa //

byis pa de dag stong pa nyid spyod pa // stong pa nyid ni gang du’ang gzhig mi nus // (KP 99.10-17)
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める人たちに，仏が現れること（*buddhaotpāda）はありません．世尊よ，私たちは凡夫で
はありません．有学（*śaiks.a）でもありません．阿羅漢でもありません．輪廻の属性をもつ
者でもありません．涅槃の属性をもつ者でもありません．なぜならば，世尊よ，仏の [P 35b]
出現（*buddhaotpāda）というものは，なすことも，考えることも，動揺も，言葉による虚構
（*prapañca）も，いっさい存在しないことだからです(144)．

　

(III-8)
そのとき，長老シャーリプトラは，それら〔五百人〕の比丘たちにこう言った．

「長老がたは沙門果（* śrāman.ya）に至りました（*adhigata）．みずからの目的を達成しま
した」

彼らが言う．

「尊者（*bhadanta）シャーリプトラよ，私たちは〔むしろ〕煩悩（*sam. kleśa）に至った（通
達した *adhigata）のです．達成されざるものを達成したのです(145)」

シャーリプトラが言う．

「長老がたはどのように考えてそんなことを言うのですか」

彼らが言う．

「尊者シャーリプトラよ，煩悩をよく知る（*parijñā）から沙門果があるのです．尊者シャーリ
プトラよ，達成されざるものとは涅槃のことなのです．このように考えて私たちは，煩悩に至っ

た，達成されざるものを達成した，と言ったのです」

シャーリプトラが言う．

「長老がた，その通りです．その通りです．長老がたは供養を受けるにふさわしい人（福田

*daks.in. ı̄ya）の段階にいます(146) 」

(144) Ch1:又諸通慧, 我等已離所有道慧, 興諸佛法. Ch2:佛出世故, 名爲遠離一切動念戲論. Ch3:以離一切動一切我想一

切發一切戲故,名爲諸佛出世.

(145) Tib: mi bya ba byas so. Ch1: 造於塵勞而無所作. Ch2,3 :不可作而作.

(146) Tib: tshe dang ldan pa rnams ni sbyin gnas kyi sar gnas pa yin no. Ch1: 諸仁所立衆祐之地. Ch2, 3: 汝

等今者住於福田能消供養.

世親の『勝思惟梵天所問経論』はこの部分（Ch3）に「依福田地住羅漢道堪受供養故」という註釈を付けている（Taisho

vol.26 346b9-10）．もし、この「堪受」が経文の「消」の語義解釈をしているとすれば，原語として
√

bhuj (AD : to

suffer, endure, experience) が考えられる．この
√

bhujに対応するパーリ語は bhuñjatiであるが，これには、to eat,

enjoy を意味する語の他に，to purify, cleanse を意味する語があるという（PED p.506）．このことは、注 73, 147,

150において写本系（BKLPhT: sbyong, sbyang）と Ch1(淨除，淨，淨畢)が to purify を指示し、版本系（CDHNP:

spyod, spyad, skt:
√

bhuj）と Ch2,3(消)が（「消」が「堪受」の意味だとすれば，の話だが）to endure (あるいは to

enjoy) を指示するように見えることと関係があるかも知れない。（注 148の例もこれに準じて考えるべきであろう。）

なお、漢訳の「消供養」の意味について，以下の３例が参考になると思われるので，資料として列挙しておく．

1『持世経』：持世，若有人如是一切法中得淨智力者，是爲世間福田．是人次我能消供養．是人能至如来行處．是

人能觀如来法．是人不久能證如来智慧．（Taisho vo.14 644a9-11）
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彼らが言う．

「尊者シャーリプトラよ，教主であるあの方（世尊）でさえ，布施を浄化する(147)ということ

をなさらないのに，私たちのようなものがどうして浄化する(148)ことがありましょうか」

〔シャーリプトラが〕言う．

「なぜ〔そのようなことを言うの〕ですか」

〔彼らが〕言う．

「尊者シャーリプトラよ，如来は，法界 (*dharmadhātu) が本質的に全く清浄である
（*prakr.tiparísuddha）ことをよくご存じだからです」
　

（III-9）

2『仏蔵経』：是人所食一口皆不清淨．唯有向道得道果者能消供養．是人無此．是故名爲不淨食者．（Taisho

vol.15 791c8-10）

3『十誦律』巻 56：不消供養者，施與持戒人，持戒人轉與破戒人，是名不消施。與正見人，正見人轉與邪見人，是

名不消．若過度用，是名不消供養。（Taisho vol.23 411b3-5）

また，次の３例は「福田」と「清浄」「浄化」との関連を考える上で参考になる．

4 Mvy 1113: Mahādaks.in. āparísodhakah. , Tib: yon yongs su sbyong ba chen po, Ch:清淨大施主,

消除施障．

5『迦葉品』Skt:〔スブーティが問う．〕あなたがたは，福田の段階に到達したのですか．

sthitā yus.mākam. dāks.in. eyabhūmau. (KP 148)

Tib: khyed kyis sbyin pa’i gnas kyi sa sbyangs sam.

Ch: (漢訳)卿曹已住羅漢地耶;(晋訳)諸賢,清淨福田;(秦訳)汝等住福田耶;(宋訳) 汝得清淨勝地.

6『善勇猛般若経』

Skt: スヴィクラーンタヴィクラーミンよ、菩薩とは，〔太陽のように〕この世に高くのぼって，あら

ゆる衆生の善根を輝かすことに奉仕する者である．あらゆる衆生の敬意の対象となるのである．あら

ゆる衆生にとって福田の清浄なるものである．あらゆる衆生が慕うにふさわしく、あらゆる衆生が供

養するにふさわしく、賞賛するにふさわしい者なのである。

ihābhyudgacchan Suvikrāntavikrāmin bodhisatvah. sarvasatvānām. kuśalamūlāvabhāsena praty-

upasthito bhavati, sarvasatvānām. ca daks.in. ı̄yatām. gacchati, sarvasatvānām. ca pun.yaks.etra-

vísuddhim. gacchati, sarvasattvānām. cābhigaman̄ıyo bhavati, sarvasatvānām. ca pūjyo bhavati

praśam. san̄ıyah. . (Su 121.19-23)

Ch: 善勇猛，若諸菩薩出現世間，作諸有情善根明照，與有情類作淨福田．一切有情皆應供養，一切有情皆應歸

趣，一切有情皆應稱讃．（Taisho vol.7 1108a29-b3）

第４例の漢訳「消除施障」は，「消供養」の「消」の意味を示しているのかも知れない．

(147) KLPhT: sbyong. B: sbyang. CDHNP: spyod. Ch1:不淨. Ch2,3:不能消.

(148) KLPhT: sbyang. CDHN: sbyangs. B: spyang. P: spyad. Ch1:至清淨. Ch2,3:能消.
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その時，ブラフマー神であるヴィシェーシャチンティンは，世尊にこう申し上げた．

「世間において，誰が供養を受けるにふさわしい者（福田）なのですか」

世尊が仰せになる．

「梵天よ，〔供養を受けるにふさわしい者とは〕世間的なあり方（*lokadharma）に心を奪われ
ない(149) 者たちのことである」

〔梵天が〕言う．「世間において布施を浄化する(150)者は誰でしょうか」

〔世尊が〕仰せになる．「いかなる法にも執着しない（*aparigraha）者たちである」
〔梵天が〕言う．「世間において福田（＊ pun.yaks.etra）は誰でしょうか(151)」

〔世尊が〕仰せになる．「菩提心を消滅させない者たちである」

〔梵天が〕言う．「善知識は誰でしょうか」

〔世尊が〕仰せになる．「あらゆる人々に対する慈しみの心を捨てない者たちである」[P 36a]
〔梵天が〕言う．「如来に対してその恩に報いる（*kr.tajña）のは誰でしょうか」
〔世尊が〕仰せになる．「仏陀の家系（*buddhavam. śa）を断たない者たちである」
〔梵天が〕言う．「如来に対して供養をするのは誰でしょうか」

〔世尊が〕仰せになる．「生ずることのない究極(152)を理解する者たちである」

〔梵天が〕言う．「如来に親しくお仕えする（親近）のは誰でしょうか」

〔世尊が〕仰せになる．「〔自らの〕生命に関わるからとして教戒（*śiks.ā）を破ることはしな
い(153) 者たちである」

〔梵天が〕言う．「如来に対して恭敬の気持ちを抱くのは誰でしょうか」

〔世尊が〕仰せになる．「感覚器官（六根）をよく制御している者たちである」

〔梵天が〕言う．「世間において大きな財産を持つのは誰でしょうか」

〔世尊が〕仰せになる．「〔信・戒・慚・愧・聞・捨・慧の〕七財を持つ者たちである」

〔梵天が〕言う．「世間において知足している(154)のは誰でしょうか」

〔世尊が〕仰せになる．「世間において無上の智慧（*anuttaraprajñā）を持っている者たちで
ある(155)」

〔梵天が〕言う．「遠離している（*vivikta）者とは誰でしょうか」
〔世尊が〕仰せになる．「三界に対して願望を持たない者たちである」

〔梵天が〕言う．「世間においてよく制御された（*susam. vr.ta）者は誰でしょうか(156)」

(149) Tib: mi ’phrogs pa. Ch1:不爲世法之諸迷惑,不恥世法. Ch2,3: 不爲世法之所牽者.

(150) BKLPhT: sbyong ba. CDHNP: spyod pa. Ch1:云何淨畢衆祐之事乎 Ch2,3:誰能消供養.

(151) Ch1:誰爲世間之福田乎. Ch2:誰爲世間之福田. Ch3何者清淨堪爲福田能受供養.

(152) Tib: mi skye ba’i mtha’. Ch1:不起際. Ch2,3:無生際.

(153) Tib: srog gi phyir yang bslab pa mi ’dral ba. Ch1:寧失身命不毀禁戒. Ch2,3:乃至失命因縁不毀禁戒.

(154) Tib: chog ’tshal ba. Ch1:知厭足. Ch2,3:知足.

(155) Ch1:其已逮得度世智慧. Ch2:得出世間知慧者. Ch3:得出世間勝般若者.

(156) Ch1:何謂諫喩於世乎. Ch2:誰爲佛言. Ch3:誰爲世間無諸惡行.
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〔世尊が〕仰せになる．「あらゆる煩悩（sam. yojana）をよく滅した(157)者たちである」

〔梵天が〕言う．「世間において幸福（*sukha）なのは誰でしょうか」
〔世尊が〕仰せになる．「執着（*parigraha）を持たない者たちである」
〔梵天が〕言う．「執着がないのは誰ですか」

〔世尊が〕仰せになる．「〔五〕蘊をよく知る者たちである」

〔梵天が〕言う．「彼岸にいる(158) のは誰でしょうか」

〔世尊が〕仰せになる．「六つの知覚領域（六処）を捨てている者たちである」

〔梵天が〕言う．「世尊よ，〔向こう〕岸に渡っている(159) のは誰でしょうか」

〔世尊が〕仰せになる．「梵天よ，平等性（*samatā）を獲得した者たちである」
〔梵天が〕言う．「世尊よ，どのようにしたら菩薩たちの布施は広大なものとなるのでしょ

うか」

〔世尊が〕仰せになる．「〔菩薩たちから教えを聞いた〕すべての人が，一切 [P36b] 知者の心

(157) Tib: shin tu byang ba. Ch1:休息. Ch2,3:能斷. 注 68参照．

(158) Tib. pha rol tu mchis pa (Skt: pāraga, pāragata). Ch1:離於陰蓋. Ch2:度欲河. Ch3:能到彼岸. AD :

pāraga, one who has gone to the end of, one who has completely mastered anything, completely familiar or

conversant with ( with gen. or in comp.). Cf. SR :

スガタであり，人中の牛王のごとき人であり，福徳の絶頂・彼岸に至った人であり，あらゆるすぐれた福徳の

彼岸に至った人の，これらの福徳は計り知れない．あなた方は仏陀という福田に頂礼しなさい．

imi gun. a sugatasya aprameyā naravr.s.abhasya gun. āgrapāragasya /

sarvagun. avíses.apāragasya śirasi namasyatha buddhapun.yaks.etram // ( ch.10 v.90)

(159) Tib: ’gram du phyin pa. Ch1:已過. Ch2:住彼岸. Ch3:能住彼岸. 『迦葉品』（KP §154）に次のような例が

ある．

Skt: 来たれ，来たれ．偉大なる法の船に来たれ．〔その〕偉大な法の船は，涅槃の町へと導き，安穏な道を進む．こ

ちらの岸の有身見を捨て，向こうの岸へと導く．〔ここにはもはや〕卑しきすべての邪見は存在しない．

āgacchatāgacchatābhiru<ha>ta mahādharmanāvam. / nirvān. apuragāmin̄ı / ks.emamārgagāmin̄ı /

mahā[dharmanaur apāri]mat̄ırasatkāyadr.s.t.im. jahan̄ı / pārimat̄ıragāmin̄ı laghusarvadr.s.t.igatavigatā{m. } /

Tib: dam pa’i chos kyi gru chen po mya ngan las ’das pa’i grong khyer du ‘gro ba / bde bar ’gro ba /

’jigs pa med par ’gro ba / lam du ’gro ba / ’jig tshogs la lta ba ’dor bar zhugs la tshu rol gyi ’gram nas

pha rol gyi ’gram du lta ba thams cad sel ba / gtse ba med pa’i mya ngan las ’das par myur du song

shig.（正法の偉大なる船，〔それは〕涅槃の町に導き，安楽へと導き，無畏へと導き，〔安穏な〕道を進む．有身見を

捨てて，こちらの岸から向こうの岸へと，あらゆる邪見を取り除く．〔その船に乗って〕災いのない涅槃へと速やか

に至れ．）

Ch:(秦訳) 來上法船. 從安隱道至於涅槃, 度身見岸, 至佛道岸, 離一切見; (宋訳) (使諸衆生) 來入正法大船. 過彼生死

四流大河,得到涅槃安樂彼岸,得無所畏永離諸見.
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を信解するときである(160)」

〔梵天が〕言う．「どのようにしたら戒を持つ者となりますか」

〔世尊が〕仰せになる．「一切知者の心(161)を捨てないときである」

〔梵天が〕言う．「どのようにしたら忍辱を持つ者となりますか」

〔世尊が〕仰せになる．「一切知者の心は尽きることがないと見る者たちである(162)」

〔梵天が〕言う．(164)...「どのようにしたら精進を持つ者となりますか」

〔世尊が〕仰せになる．「一切知者の心を求めつつもそれを対象とすることはないときであ

る(163)」...(164)

〔梵天が〕言う．「どのようにしたら禅定を行う者となりますか」

〔世尊が〕仰せになる．「一切知者の心は本性として寂静であると理解するときである(165)」

〔梵天が〕言う．「どのようにしたら智慧を持つ者となりますか」

〔世尊が〕仰せになる．「一切の法に対して詳細な言語的説明（戯論）をしないときである」

〔梵天が〕言う．「どのようにしたら慈に住する者となりますか」

〔世尊が〕仰せになる．「衆生の想（*sattvasam. jñā）を起こさないないときである」
〔梵天が〕言う．「どのようにしたら悲に住する者となりますか」

〔世尊が〕仰せになる．「あらゆる法の想を起こさないときである」

〔梵天が〕言う．「どのようにしたら喜に住する者となりますか」

〔世尊が〕仰せになる．「我の想を起こさないときである」

〔梵天が〕言う．「どのようにしたら捨に住する者となりますか」

〔世尊が〕仰せになる．「自他の想を起こさないときである」

〔梵天が〕言う．「どのようにしたら信（*prasāda）に住する者となりますか」
〔世尊が〕仰せになる．「あらゆる法はことばでは表現できない（*anabhilāpya）ことを信解
するときである(166)」

〔梵天が〕言う．「どのようにしたら〔多〕聞に住する者となりますか」

(160) Ch1:勸化一切衆生之類入諸通慧心故. Ch2:菩薩能教衆生一切智心. Ch3:菩薩能爲衆生説一切智心故.

(161) Ch1:道心. Ch2,3:菩提之心.

(162) Ch1:見心滅盡故. Ch2:見心相念念滅. Ch3:以見一切智心無盡故.

(163) Ch1:若求於心不得處所故. Ch2:求心不可得. Ch3:觀察一切智心不得故.

(164)［引用］『修習次第・後編』（Bhāvanākrama III）

Skt : tatraivoktam / katham. v̄ıryavanto bhavanti / yadā sarvajñatācittam. vic̄ıyamānā nopa-

labhanta iti / (Bhk p.19.10-11 )

Tib : yang de nyid las / ji ltar na brtson ’grus dang ldan pa lags / bka’ stsal pa / gang gi tshe

thams cad mkhyen pa’i ye shes la brtags nas ma dmigs pa’o zhes gsungs so // (Peking ed. dBu-ma

A 69a6-7. sDe dge ed. sBu-ma Ki 63b6 )

(165) Ch1:心休息故. Ch2:能除身心麁相. Ch3:能覺一切智心自性清淨故.

(166) Ch1:不捨諸法清白故. Ch2:信解無濁法. Ch3:信一切法無言語故.
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〔世尊が〕仰せになる．「あらゆることばに執着しない（*anabhiniveśa）ときである」
〔梵天が〕言う．「どのようにしたら慚（*hr̄ı）を持つ者(167)となりますか」

〔世尊が〕仰せになる．「内をよく知ることによってである」

〔梵天が〕言う．「どのようにしたら愧（*apatrāpya）が完成した者(168)となりますか」

〔世尊が〕仰せになる．「[P 37a] 外の知覚領域（*bāhyāyatana）を捨てることによってである」
〔梵天が〕言う．「世尊よ，菩薩たちはどのようにしたら，あらゆる徳を集積して遍行する

（*sarvatraga）者となるのでしょうか」
〔世尊が〕仰せになる．「身体的・言語的・意思的な行為を清浄にする（*parísodhana）こと
によってである」

　

（III-10）
さて，世尊は，このとき，これらの詩を語られた．

(1) 身体が清浄（*vísuddha）で悪事をしない．ことばも清浄（*vísuddha）だから常に嘘
をうち砕く．意も清浄（*śuci）だから常に思い（*āśaya）に汚れがない．それゆえ，彼
は，勝者（仏陀）によって遍行と言われる．

(2) (169)... 不浄を修習して貪（*rāga）がない．慈に住して瞋（*dveśa）がない ...(169)．清

らかな智慧に住して癡（*moha）がない．巧みなる人々は，こういう点で遍行であると
言われる．

(3) 彼は，村の中と同じように森の中でも〔同じ態度をとる〕．森の中や村の中，集会の中
において同じであり，彼は威儀を変えることがない．それゆえ，勝者（仏陀）は彼を遍

行と言う．

(4) あらゆる勝者（仏陀）の法を彼は信解する．巧みな彼は，その法への執着からも離れ
ている．僧団に対しても無為であると信解する．それゆえ，勝者（仏陀）は彼を遍行と

言う．

(5) 貪に傾倒している（*adhimukta）者たちの行動をよく理解し，瞋に傾倒している者た
ち，おなじく，癡〔に傾倒している者たちの行動をよく理解し，彼らの〕行動を変える

ことに彼は巧みである．それゆえ，彼は勝者（仏陀）によって遍行と言われる．

(6) 欲界に住することがなく，色界にも住することはない．彼は，無色界にも住さない．
［そのような禅定を行じるゆえに］(170)それゆえ，彼は勝者（仏陀）によって遍行と言わ

れる．

(7) あらゆる存在（*bhāva）は，常に特徴（相）と願い（願）とを欠いており（*tuccha），
空にほかならない，と信解する．同時に，もろもろの煩悩 (*āsrava)を滅することはし
ない．それゆえ，彼は勝者（仏陀）によって遍行と説かれる．

(167) Tib: ngo tsha ’tshal ba dang ldan pa.

(168) Tib: khrel mchis pa phun sum tshogs pa.

(169) Ch1:遵修慈行,不猗染塵,專於哀行,無有恚害. Ch2: 行慈無貪著,觀不淨無恚. Ch3: 觀不淨無貪,行慈無瞋恚.

(170) Ch2,3:行如是禪定.
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(8) 彼は，[P 37b] 独覚乗に巧みな者である．〔教えの〕声に従って声聞となる人（声聞乗）
のことをも彼は理解している(171) ．完全な仏乗の究極に達している．それゆえ，善逝

（仏陀）によって遍行と言われる．

(9) 彼らは，常にあらゆる点で，考え（*mati）が清浄である．彼らは正（*naya）と非正
（*anaya）に混乱する（*mūd.ha）ことがない．愛しいもの（*priya）と愛しくないもの
（*apriya）に対して平等な心を持つ．それゆえ，遍行の菩薩である．

(10) 過去の法を分別することはない．未来・現在〔の法〕に関しても同様である．勇者（菩
薩）はあらゆることに関して分別しない．それゆえ，清浄なる人は，遍行である．
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tion with introduction and indices by A. Haldar, Patna, 1975.
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(171) Tib: sgra phyir ’brang ba nyan thos ’gyur ba’ang de yis shes.『梵天所問経』第３章に次のような一節がある．

〔シャーリプトラが〕言う．「ジャーリニープラバよ，声聞は声に従う者であり，自らの〔心〕相続を輝かすことを

特徴としています．わずかな知によって解脱を得る者たちの智慧です．そういう智慧によって私は『智慧ある者の

中で最高だ』と言われたのであって，菩薩の智慧によって〔そう言われたわけ〕ではありません」

dra ba can gyi ’od gang nyan thos sgra’i rjes su ’brang ba / rang gyi rgyud snang ba’i mtshan nyid /

nyi tshe ba’i ye shes kyis rnam par grol ba rnams kyi shes rab ste / shes rab des bdag shes rab dang

ldan pa rnams kyi mchog tu gsungs kyi byang chub sems dpa’i shes rab kyis ni mi ma yin no // (BP

P 52b6-7)
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An Annotated Japanese Translation of the Tibetan Version of

the Brahmaparipr.cchā (1)

Summary

Along with the Prajñāpāramitā and Vimalak̄ırtinirdeśa, the Brahmaparipr.cchā is an early
Mahāyāna sūtra which expounds the ideas of emptiness (śūnyatā) and non-duality (advaya).
Although the Vimalak̄ırtinirdeśa is better known in China and Japan, the Brahmaparipr.cchā
seems to be more widely read in India. This is indicated, for example, by the fact that it is fre-
quently quoted as a scriptural authority in Mādhyamika treatises such as the Prajñāprad̄ıpa,
Prasannapadā and Bhāvanākrama and in Yogācāra treatises such as the Mahāyānasam. graha
and Mahāyānasūtrālam. kāra.

I completed an MA thesis in 1980, which intensively dealt with the Brahmaparipr.cchā.
Since then I have sporadically published several articles on the Tibetan translation, contents,
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and philosophical significance of this text. My ultimate aim is to publish a critical edition
of the Tibetan translation based on the five block prints of Tibetan Tripitaka and the five
manuscript versions, including the Batang and Phug brag manuscripts. Here I am offering
an annotated Japanese translation of the first of the six chapters of the Tibetan version on
the basis of an unpublished critical edition that I have prepared.

The sūtra opens with the Buddha emitting rays of light that prompt Brahmā Víses.acintin,
who lives in another Buddha-realm, to come to our Sahā world. Lauded by the bodhisattva
Jālin̄ıprabha as the foremost among all bodhisattvas, he asks the Buddha ten questions about
“firm resolve” (adhyāśaya), and the Buddha replies to each question in four ways (catur-
dharma). Then Víses.acintin also replies to some of the questions posed by Jālin̄ıprabha.
Having listened to their questions and answers, the Buddha summarizes them by saying that
neither transmigration nor nirvān. a is an object of cognition. On hearing this, five hundred
monks fall prey to doubts about their past practices and leave the assembly. Jālin̄ıprabha
criticizes them as non-Buddhists who seek nirvān. a, as if it were a real entity, in the same way
as one might seek sesame oil from sesame seeds, and he asks Víses.acintin to try somehow
to persuade them to come back. Víses.acintin explains to them that nirvān. a, like space,
is nothing but a mere designation and that even when one is in its midst one can neither
escape from it nor grab it. On hearing this, the five hundred monks attain liberation of
the mind and explain to Śāriputra the purity of the field of merit and the purity of the
Dharma-realm. Lastly, Víses.acintin questions the Buddha about traditional terms such as
“field of merit” and other Mahāyāna terms, and after answering his questions, the Buddha
states that someone in such a state is an “omnipresent” (sarvatraga) bodhisattva, who is
then extolled in the closing verses of the first chapter.

＜キーワード＞　正問, 等分, 四法, 一切知者, 不得生死不得涅槃, 消供養, 遍行

2012 copyright Association for the Study of Indian Philosophy




